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と
っ
て
望
ま
し
い
形
で
支
援
す
る
こ
と
で
、

最
終
的
に
は
社
会
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
個
別
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
企

業
の
内
部
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
企
業
の
外

側
に
も
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
た
人
々
が
い

る
。
そ
の
多
様
な
人
々
の
就
労
支
援
に
関

わ
っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
も

多
い
。

例
え
ば
、
今
年
度
、
実
施
し
た
調
査
で
は
、

う
つ
病
患
者
、
精
神
障
害
者
、
発
達
障
害
者
、

難
病
患
者
、
高
齢
者
、
若
年
不
安
定
就
労
者
、

少
年
受
刑
者
、
刑
務
所
出
所
者
、
犯
罪
被
害

者
、
生
活
困
窮
者
、
ひ
と
り
親
、
留
学
生
、

外
国
人
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
、
お
も
に
公
的
機

関
で
働
く
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
中

心
に
、
実
に
様
々
な
人
々
を
対
象
に
、
就
労

支
援
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
た
。
学
校
で
活
動
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
も
類
似
の
傾
向
を
指
摘
で
き

る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
て
従
来
、「
地
域
領
域
」と
呼
ば
れ

て
い
た
活
動
領
域
が
地
域
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

を
取
り
込
む
形
で
、
い
わ
ば「
福
祉
領
域
」

と
も
言
う
べ
き
活
動
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ

れ
も
現
在
の
重
要
な
動
向
で
あ
る
。

第
三
に
、
そ
の
際
、
多
く
の
人
と
異
な
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
え
る
個
人
は
、
基
本
的

に
は「
少
数
派
」な
の
だ
と
い
う
認
識
も
重

要
で
あ
る
。

少
数
派
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ

け
で
心
身
と
も
に
圧
迫
を
感
じ
、
孤
独
、
怒

り
、
屈
辱
、
憂
鬱
と
い
っ
た
悪
感
情
を
抱
き

や
す
い
。
そ
れ
故
、
自
尊
心
を
失
い
、
結
果

的
に
メ
ン
タ
ル
に
失
調
を
来
し
や
す
い
。
ク

ラ
イ
エ
ン
ト
は
、
多
数
を
対
象
と
し
た
一
律

の
枠
組
み
の
中
に
は
収
ま
ら
な
い
ニ
ー
ズ
を

抱
え
、
困
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
訪
れ
る
。

自
分
で
何
と
か
で
き
る
人
間
は
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
前
に
は
現
れ
な
い
。
自

分
で
も
そ
れ
な
り
に
頑
張
っ
た
が
、
全
く
う

ま
く
い
か
ず
、
も
は
や
自
分
で
は
解
決
で
き

な
い
と
悟
り
、困
り
果
て
て
相
談
に
訪
れ
る
。

一
対
一
の
個
別
相
談
が
真
に
必
要
と
な
る

の
は
、
こ
の
局
面
で
あ
る
。
そ
し
て
、
困
り

果
て
た
人
の
相
談
に
対
応
す
る
際
、
や
は
り

求
め
ら
れ
る
の
は「
傾
聴
」「
受
容
」「
共
感
」

と
い
っ
た
伝
統
的
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基

礎
ス
キ
ル
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

む
ろ
ん
、
環
境
へ
の
働
き
か
け
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
、
組
織
開
発
な
ど
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
ま
つ
わ
る
新
し
い
議

論
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
い

う
話
を
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。し

か
し
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を

目
指
す
多
く
の
人
の
動
機
は
、根
本
的
に
は
、

「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
た
い
」と
い
う
思
い

に
あ
っ
た
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
よ
う
な
こ
と
に
も
興
味
を
持
っ

た
し
、そ
の
た
め
に
苦
労
し
て
勉
強
も
し
た
。

私
は
、
そ
の
初
心
こ
そ
が
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
と
っ
て
本
質
的
で
あ
り
、
い

つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
普
遍
的
な
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
あ
る
と
思
う
の
だ
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
は
何
か
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る

と
思
う
が
、
私
は
、「
困
っ
て
い
る
人
を
助

け
る
」と
い
う
こ
と
以
上
の
こ
と
は
な
い
と

思
う
。
何
に
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
か

と
言
え
ば
、
も
ち
ろ
ん
、
仕
事
や
職
業
に
つ

い
て
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
だ
。

で
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
一
対
一
の
個
別
相
談

を
ベ
ー
ス
に
行
う
必
要
が
あ
る
の
か
。
こ
こ

に
は
若
干
の
論
点
が
あ
る
。
３
点
に
整
理
し

て
述
べ
た
い
。

第
一
に
、現
代
社
会
で
は
、働
く
人
の
ニ
ー

ズ
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
。
そ
の
た
め
事
前

に
用
意
し
た
一
律
の
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
場
面
が
生
じ
る
。
例
え
ば
、
夫
が
海
外
に

転
勤
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
す
る
。
妻
の
会

社
に
は
配
偶
者
に
同
行
す
る
た
め
の
休
業
制

度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
妻
の
希

望
は
休
職
で
は
な
い
。
夫
の
赴
任
先
と
同
じ

場
所
に
あ
る
海
外
の
事
業
所
で
働
き
た
い
と

考
え
て
い
る
の
だ
。
こ
の
場
合
、
誰
に
ど
う

話
を
す
べ
き
な
の
か
―
―
―

こ
れ
は
、
企
業
で
働
く
ベ
テ
ラ
ン
の
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
方
か
ら
聞
い
た
実

際
の
事
例
を
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
律

の
制
度
か
ら
外
れ
た
個
別
の
ニ
ー
ズ
は
個
別

に
対
処
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
一
義
的
に
は
、

そ
の
た
め
に
こ
そ
一
対
一
の
個
別
相
談
が
必

要
と
な
る
。

た
だ
し
、
多
様
性
を
う
ま
く
活
か
す
こ
と

が
、
組
織
の
活
性
化
や
生
産
性
の
向
上
に

結
び
つ
く
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
。
キ
ャ

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
個
々
の
労

働
者
の
多
様
性
の
問
題
に
対
処
し
、
本
人
に

キャリアコンサルタントの
ミッションとは

巻頭言
●
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厚生労働省における
キャリアコンサルティング
関連施策

１　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
労

働
者
の
職
業
の
選
択
、
職
業
生
活
設
計
又
は

職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
、
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
を
指

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
は
自
分
の

適
性
や
能
力
、
関
心
な
ど
に
気
づ
き
、
自
己

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会
や
企
業
内

に
あ
る
仕
事
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
中
か
ら
自
身
に
合
っ
た
仕
事
を
主

体
的
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。	

（
下
図
参
照
）

２　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
行
う
専
門
家
が「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
」
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

は
、
平
成
28
年
４
月
に
国
家
資
格
と
な
り
ま

し
た
。
登
録
制
の
名
称
独
占
資
格
な
の
で
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動
す

る
に
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
名
簿
に

登
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
５

年
ご
と
に
更
新
講
習
を
受
講
す
る
必
要
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
知
識
・
技
能
の
維
持
を

図
る
た
め
の
も
の
で
、
知
識
講
習
８
時
間
以

上
と
技
能
講
習
30
時
間
以
上
の
受
講
が
必
要

で
す
。

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
企
業
、

需
給
調
整
機
関（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
）、
教

育
機
関
、
若
者
自
立
支
援
機
関
な
ど
の
幅
広

い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
守
秘
義
務
・

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止
が
課
さ
れ
て
い
る
た

め
、
労
働
者
は
安
心
し
て
相
談
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
平
成
30
年
１
月
末
現
在
で
登
録

者
数
は
３
万
２
５
２
０
人
で
す
。

３�　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
る

に
は

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
る
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
に
合

格
し
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
名
簿
に

登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑴　

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験

①　

受
験
資
格

厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
養
成
講
習
を

修
了
し
た
方
に
受
験
資
格（
※
）
が
与
え
ら

厚生労働省人材開発統括官付
キャリア形成支援室

① 自己理解
② 仕事理解
③ 啓発的経験

今後の職業生活設計・
目標の明確化等に係る
④ 意思決定

職業選択・求職活動・
能力開発等の
⑤ 方策の実行

新たな仕事への
⑥ 適応

● 興味・適性・能力等の明確化
● 職業経験の棚卸し
● 労働市場、企業等に関する情報提供
● 職務に求められる能力、キャリアルートなどの理解

● 異動、昇進、就職、転職・・・

● 方策の実行（活動）状況を把握しつつ、
　 必要に応じてサポート

● キャリア・プラン（職業生活設計）の作成
● 中長期的目標及び短期的目標の設計
● 能力開発・教育訓練等に関する情報提供

職務経験や教育訓練の受講等を積み重ねていくことによる、
段階的な職業能力の形成

キ ャ リ ア 形 成

■図　キャリアコンサルティングの流れ

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

登
録
制
度
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積
・
管
理
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
求

職
活
動
時
等
に
そ
の
情
報
を
自
ら
が
抽
出
・

編
集
し
て
職
業
能
力
証
明
に
活
用
す
る
な

ど
、
活
用
の
幅
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
利
便
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
様
式
を
見
直
し
、
利
用
者

等
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
編
集
を
可
能
と
す
る

こ
と
等
を
検
討
し
て
お
り
、
平
成
30
年
４
月

の
施
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
見
直
し

を
見
据
え
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の
周
知
・

広
報
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
ポ

ス
タ
ー
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
ほ
か
、

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
の
説
明
や
活
用
好
事

例
を
ま
と
め
た
動
画
の
作
成
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
周
知
・

広
報
媒
体
や
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
総
合
サ

イ
ト
等
を
活
用
し
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
役

割
や
活
用
方
法
、
活
用
メ
リ
ッ
ト
等
に
つ
い

て
さ
ら
に
積
極
的
な
周
知
・
広
報
を
行
い
、

よ
り
一
層
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
活
用
が
進
む
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

■
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
総
合
サ
イ
ト

　

http://jobcard.m
hlw

.go.jp/

な
お
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
作
成
支
援
は
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ま
た
は
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
作
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー

ド
作
成
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
養
成
す
る
ジ
ョ

ブ
・
カ
ー
ド
講
習
は
平
成
30
年
度
末
で
終
了

び
日
本
キ
ャ
リ
ア
開
発
協
会
の
二
つ
の
登
録

試
験
機
関
が
行
い
ま
す
。
学
科
試
験
及
び
実

技（
論
述
）試
験
は
、両
機
関
で
同
一
日
で
す
。

実
技（
面
接
）
試
験
は
機
関
に
よ
り
異
な
り
、

試
験
日
程
の
末
尾
の
キ
は「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
議
会
」、
日
は「
日
本
キ
ャ

リ
ア
開
発
協
会
」
が
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
も

の
で
す
。）

ジ
ョ
ブ・カ
ー
ド

平
成
20
年
度
に
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
平
成
27
年
10
月
に
、

個
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
、
円
滑
な
就
職

等
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に「
生
涯
を
通

じ
た
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
及
び「
職

業
能
力
証
明
」
の
ツ
ー
ル
と
し
て
見
直
し
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法（
昭
和
44
年
法
律
第

64
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
が
そ
の
様
式

を
定
め
る
と
と
も
に
普
及
・
促
進
に
努
め
て

い
ま
す
。

ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
労
働
市
場
の
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
、
一
般
の
求
職
者
～
在
職
者
～

学
生
な
ど
幅
広
い
方
を
対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の
支
援
の
も
と
、
求

職
活
動
、
職
業
能
力
開
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
用
い
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

電
子
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

職
業
経
験
や
職
業
能
力
な
ど
の
情
報
を
蓄

の
職
業
の
選
択
、
職
業
生
活
設
計
又
は

職
業
能
力
開
発
及
び
向
上
の
い
ず
れ
か

に
関
す
る
相
談
に
関
し
３
年
以
上
の
経

験
を
有
す
る
方
等
も
受
験
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

②　

試
験
の
構
成

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
は
学
科

試
験
と
実
技
試
験
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
学

科
試
験
に
つ
い
て
は
、
四
肢
択
一
の
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
で
50
問
出
題
さ
れ
ま
す
。

１
０
０
点
満
点
の
70
点
以
上
で
合
格
で
す
。

実
技
試
験
は
論
述
試
験（
事

例
記
録
を
読
み
設
問
に
回

答
す
る
記
述
式
）
と
面
接
試

験（
受
験
者
が
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
役
と
な

り
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
う
15
分
間
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
等
）が
あ
り
、

１
５
０
点
満
点
の
90
点
以
上

で
合
格
で
す
。

③　

今
後
の
試
験
日
程

国
家
資
格
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
試
験
の
平
成
30

年
度
の
日
程
は
上
表
の
と
お

り
で
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
試
験
は
、
厚
生
労
働
大

臣
が
登
録
し
た
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
協
議
会
及

特集 キャリアコンサルティングの現在

れ
ま
す
。
講
習
時
間
は
合
計
１
４
０
時
間
以

上
で
、
現
在
17
の
講
習
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金
の
支
給
対

象
と
な
る
講
習
も
あ
り
ま
す
。
一
定
の
条
件

を
満
た
す
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
方
又
は
被

保
険
者
で
あ
っ
た
方
で
あ
れ
ば
、
給
付
割
合

は
最
高
７
割（
平
成
29
年
12
月
31
日
以
前
に

受
講
を
開
始
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
給
付
割

合
は
最
高
６
割
）
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

（
※
）
養
成
講
習
の
修
了
以
外
に
も
労
働
者

実施回 試験区分 試験日程

第８回
試験

学科試験 平成30年５月27日（日）実技（論述）試験

実技（面接）試験 平成30年６月９日（土）・10日（日）キ
平成30年６月２日（土）・３日（日）日

第９回
試験

学科試験
平成30年８月26日（日）

実技（論述）試験

実技（面接）試験
平成30年９月１日（土）・２日（日）キ
平成30年９月８日（土）・９日（日）日
　　　　９月15日（土）・16日（日）日

第10回
試験

学科試験 平成30年11月25日（日）実技（論述）試験

実技（面接）試験 平成30年12月８日（土）・９日（日）キ
平成30年12月１日（土）・２日（日）日

第11回
試験

学科試験 平成31年２月24日（日）実技（論述）試験

実技（面接）試験 平成31年３月２日（土）・３日（日）キ
平成31年３月９日（土）・10日（日）日

■表　キャリアコンサルタント試験日程
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予
定
で
す
。
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
講
習
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
か
全
都
道

府
県
で
講
習
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
習
の

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
30
年
度
中

に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
講
習

　

https://w
w

w
.job-card.jp/

セ
ル
フ・キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク

１　

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
と
は

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
と
は
、
企
業

が
そ
の
人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
・
方
針
に
基
づ

き
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
面
談
と

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
研
修
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
、
体
系
的
・
定
期
的
に
従
業
員
の
主
体
的

な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
促
進
・
支
援
す
る
総
合

的
な
取
組（
仕
組
み
）の
こ
と
で
す
。

従
来
の
主
な
人
材
育
成
施
策
は
、
組
織
の

視
点
に
立
ち
、
組
織
に
と
っ
て
必
要
な
マ
イ

ン
ド
や
ス
キ
ル
、
知
識
の
獲
得
を
目
指
す
と

い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
は
、

企
業
・
組
織
の
視
点
に
加
え
て
、
従
業
員
一

人
ひ
と
り
が
主
体
性
を
発
揮
し
、
キ
ャ
リ
ア

開
発
を
実
践
す
る
こ
と
を
重
視
・
尊
重
す
る

仕
組
み
で
す
。
こ
の
仕
組
み
で
は
、
中
長
期

的
な
視
点
で
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
自
己
の

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、
そ
の
達
成
の

た
め
に
職
業
生
活
の
節
目
に
お
い
て
、
自
己

点
検
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
向
け
た
取
組
の
見

直
し
等
を
行
い
ま
す
。

２�　

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
導
入
で

期
待
さ
れ
る
効
果

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の
導
入
に
よ

り
、
各
従
業
員
に
と
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
の

目
標
を
明
確
化
し
、
仕
事
の
目
的
意
識
を
高

め
、
計
画
的
な
能
力
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

に
よ
り
、
仕
事
を
通
じ
た
継
続
的
な
成
長
を

促
し
、
働
く
こ
と
の
満
足
度
の
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
も
、
人
材
の
定

着
や
従
業
員
の
意
識
向
上
が
、
組
織
の
活
性

化
に
つ
な
が
り
、
生
産
性
の

向
上
へ
の
寄
与
等
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
労
働
者
の
属
性
ご

と
に
次
の
よ
う
な
効
果
も
期

待
さ
れ
ま
す
。

◆ 

新
卒
採
用
者
の
定
着
率
向

上仕
事
へ
の
向
き
合
い
方
・

取
り
組
む
意
欲
な
ど
の
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
、
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
明
示
な
ど
を
通
じ
て
、

職
場
へ
の
定
着
や
仕
事
へ
の

意
欲
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

◆ 

育
児
・
介
護
休
業
者
の
職

場
復
帰
率
向
上

仕
事
と
家
庭
の
両
立
に
関

わ
る
不
安
を
取
り
除
き
、
課

題
解
決
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
職
場
復
帰
プ
ラ
ン
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
場

復
帰
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
高
年
齢
層
社
員
の
活
性
化

職
業
能
力
や
適
性
と
い
っ
た
個
々
人
が
保

有
す
る
多
様
な
力
へ
の
自
己
理
解
を
深
め
る

こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
キ
ャ
リ
ア
の
後
半
戦
～

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
て
、
積
極
的
な
職

業
生
活
を
設
計
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
上
司
や
管
理
職
と
し
て
抱
え

て
い
る
課
題
の
解
決
も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

３�　

セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の
普
及

に
向
け
て

厚
生
労
働
省
で
は
、
セ
ル
フ・
キ
ャ
リ
ア

ド
ッ
ク
の
普
及
に
向
け
、
平
成
28
年
度
よ
り

２
か
年
で
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
課
題
に
応
じ

た
効
果
的
な
セ
ル
フ・キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の
導

入
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め
に
、
14
の
企
業

に
お
い
て
、
セ
ル
フ・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
そ
の
成
果
や
課
題
の

検
証
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、具
体
的
な
取
り
組
み
方
を
ま
と
め
た『「
セ

ル
フ・キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
」
導
入
の
方
針
と
展

開
』
を
作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
導
入
を

ご
検
討
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
セ
ル
フ・キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
導
入
支
援
サ
イ
ト

　

http://selfcareerdock.m
hlw

.
go.jp/

今
後
も
、
セ
ル
フ・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の
さ

ら
な
る
普
及
の
た
め
、
導
入
を
希
望
す
る
企

業
に
対
し
て
訪
問
な
ど
に
よ
る
導
入
前
か
ら
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導
入
後
ま
で
の
一
貫
し
た
相
談
支
援
や
技
術

的
支
援
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
経
営
者
・人

事
部
門
な
ど
従
業
員
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
か

か
わ
る
ご
担
当
者
の
皆
さ
ま
、
こ
う
し
た
支

援
も
ご
活
用
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
セ
ル
フ・
キ
ャ

リ
ア
ド
ッ
ク
の
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア

企
業
ア
ワ
ー
ド

１�　

グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業
ア
ワ
ー
ド

と
は

厚
生
労
働
省
は
、
従
業
員
の
自
律
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
つ
い
て
他
の
模
範
と

な
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
企
業
の
取
組
内
容

や
、
具
体
的
な
効
果
等
を
広
く
発
信
、
普
及

す
る
こ
と
に
よ
り
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の

重
要
性
を
社
会
に
広
め
、
定
着
を
期
す
こ
と

を
目
的
に
、
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業
ア
ワ
ー

ド
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

２　

表
彰
の
種
類

•

大
賞（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
）

従
業
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

に
つ
い
て
特
に
他
の
模
範
と
な
る
取
組
を
総

合
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
し
、
そ
の
成
果
が

顕
著
で
あ
る
企
業
等
を
表
彰
し
ま
す
。	
• 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞（
人
材
開
発
統
括
官

表
彰
）

自
社
に
お
け
る
重
要
課
題
に
取
り
組
む
た

め
、
労
働
者
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
に
つ
い
て
、
対
象
者
、
取
組
手
法
等
を
重

点
化
し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
展
開
し
、

人
材
育
成
、
ひ
い
て
は
企
業
経
営
上
の
具
体

的
な
成
果
に
結
び
つ
け
る
な
ど
、
特
に
他
の

模
範
と
な
る
取
組
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
が

認
め
ら
れ
る
企
業
等
を
表
彰
し
ま
す
。

３�　

平
成
29
年
度
の
受
賞
企
業

（
50
音
順
・
企
業
情
報
は
平
成
29
年
11
月
時
点
）

大
賞（
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
） 

４
社

オ
ム
ロ
ン
太
陽
株
式
会
社

　
（
大
分
県
別
府
市
、
電
気
機
械
器
具
製
造

業
、
従
業
員
数
64
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
個
々
に
寄

り
添
っ
た
成
長
の
支
援

川
相
商
事
株
式
会
社

　
（
大
阪
府
門
真
市
、
労
働
者
派
遣
業
、
従

業
員
数
２
９
０
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

社
内
ス
ク
ー
ル
の
運
営
を
柱
と
し
た
非
正

規
社
員
の
正
規
転
換
の
推
進

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社

　
（
大
阪
府
大
阪
市
・
東
京
都
中
央
区
、
生

命
保
険
業
、
従
業
員
数
３
５
４
２
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

個
々
の
キ
ャ
リ
ア
の
把
握
と「
見
え
る
化
」

に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
能
力
発
揮
の
支

援
株
式
会
社
千
葉
興
業
銀
行

　
（
千
葉
県
千
葉
市
、
銀
行
業
、
従
業
員
数

２
２
２
６
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

個
々
の
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
機
会
の
充
実
に
よ
る
自
主
性
を
重
ん

じ
た
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞

（
人
材
開
発
統
括
官
表
彰
） 

５
社

秋
田
製
錬
株
式
会
社

　
（
秋
田
県
秋
田
市
、
非
鉄
金
属
製
造
業
、

従
業
員
数
２
０
１
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

自
己
効
力
感
を
高
め
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
に

よ
る
若
手
従
業
員
の
定
着
実
現

有
限
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
三
重

　
（
三
重
県
伊
勢
市
、老
人
福
祉
・
介
護
事
業
、

従
業
員
数
１
０
７
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

充
実
し
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
制
度
に
よ
る

「
個
の
向
上
」
を
大
切
に
し
た
キ
ャ
リ
ア

支
援

島
根
電
工
株
式
会
社

　
（
島
根
県
松
江
市
、
電
気
工
事
業
、
従
業

員
数
３
８
０
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

若
手
の
成
長
意
欲
に
応
え
る
き
め
細
か
な

キ
ャ
リ
ア
支
援

社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙
会

　
（
石
川
県
七
尾
市
、
医
療
業
、
従
業
員
数

１
３
５
５
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

技
能
向
上
・
業
務
成
果
発
表
・
キ
ャ
リ
ア

チ
ェ
ン
ジ
機
会
の
提
供
に
よ
る
職
員
の

成
長
支
援

ト
ラ
ス
コ
中
山
株
式
会
社

　
（
東
京
都
港
区
、
機
械
器
具
卸
売
業
、
従

業
員
数
２
５
１
１
人
）

◇	

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　

従
業
員
主
体
の
職
掌
選
択
制
度
や
ジ
ョ
ブ

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
律
型
人
材

の
育
成

受
賞
企
業
に
つ
い
て
は
、
表
彰
式
を
行
う

ほ
か
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
公

式
サ
イ
ト「
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業
ア
ワ
ー

ド
」、
好
事
例
集
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
で
、
企
業
名
や
取
組
事
例
を
広
く

公
表
し
ま
す
。
従
業
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て

い
る
企
業
や
法
人
の
方
は
、
来
年
度
の
応
募

に
つ
い
て
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

■
グ
ッ
ド
キ
ャ
リ
ア
企
業
ア
ワ
ー
ド

　

http://career-aw
ard.m

hlw
.

go.jp/

■
好
事
例
集

　

http://career-aw
ard.m

hlw
.

go.jp/prize_list.htm
l
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フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
企
画
、
開
催
し

て
い
ま
す
。
理
研
は
各
地
に
拠
点
が
あ
り
、

す
べ
て
こ
こ
で
カ
バ
ー
す
る
形
な
の
で
、
出

張
相
談
も
行
い
ま
す
。
組
織
上
は
人
事
部
の

中
に
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
が
あ
り
ま
す

が
、
部
屋
は
独
立
し
て
い
ま
す
。

●
研
究
者
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

若
い
ポ
ス
ド
ク
は
自
分
で
一
生
懸
命
就
職

活
動
す
れ
ば
、
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
結
構
希

望
の
と
こ
ろ
に
入
れ
ま
す
。
一
方
で
年
齢
が

上
が
る
と
や
は
り
難
し
く
な
り
ま
す
。で
も
、

40
代
後
半
に
な
っ
て
も
特
別
な
技
術
を
持
っ

て
い
て
、
そ
の
技
術
を
必
要
と
し
て
い
る
企

業
を
見
つ
け
て
、成
功
す
る
例
も
あ
り
ま
す
。

研
究
室
が
閉
鎖
に
な
っ
て
家
族
を
抱
え
て
ど

こ
か
探
し
た
い
と
い
う
人
に
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
が
見
つ
か
っ
た
時
は
こ
ち
ら
も
嬉
し
い

で
す
ね
。

そ
れ
と
、
研
究
者
は
い
わ
ゆ
る
普
通
の
就

活
を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
人
も
多
い
の

で
、
や
り
方
の
指
導
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
学
部
卒
業
の
時
の
就
活
も
１
、２
社
く

ら
い
ち
ょ
っ
と
や
っ
た
ら
止
め
ち
ゃ
っ
て

「
修
士
行
っ
ち
ゃ
お
う
」
と
か
、
修
士
を
終

わ
っ
て
ま
た
少
し
就
活
や
っ
て
う
ま
く
い
か

な
く
て「
じ
ゃ
あ
博
士
行
こ
う
」
み
た
い
な

感
じ
だ
っ
た
人
も
い
ま
す
。
そ
の
延
長
線
上

で
10
年
20
年
や
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る
。

本
気
で
就
活
を
し
た
経
験
が
な
い
わ
け
で
す
。

ま
た
、
理
研
の
研
究
者
で
な
く
な
る
こ
と

へ
の
負
い
目
も
あ
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア
相
談

人
支
援
計
画
」
に
よ
っ
て
、
大
学
院
生
、
博

士
号
取
得
者
が
増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
大

学
等
の
ア
カ
デ
ミ
ア
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
減
っ

て
い
る
の
で
、
行
き
場
所
が
な
く
な
っ
て
い

て
、
ポ
ス
ド
ク
等
の
若
い
研
究
者
は
か
な
り

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
ポ

ス
ド
ク
を
や
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
な
く
ど

こ
か
の
助
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
の
話
が
来

て
い
ま
し
た
。
今
は
大
量
に
ポ
ス
ド
ク
が
生

み
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
育
っ
て
ど
こ

か
へ
出
て
い
く
と
い
う
場
所
が
な
い
の
で
す
。

90
年
頃
ま
で
は
理
研
の
研
究
者
も
み
ん
な

定
年
制
で
、
心
配
す
る
こ
と
な
く
ず
っ
と
い

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
新
た
な
制
度
が
始

ま
っ
て
組
織
が
拡
大
し
人
数
も
数
倍
に
な

り
、
一
変
し
ま
し
た
。
任
期
が
更
新
さ
れ
ず

終
了
す
れ
ば
、出
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

科
学
の
進
歩
が
早
い
の
で
、
組
織
に
流
動
性

が
必
要
で
あ
り
、
年
長
者
ば
か
り
で
な
く
若

い
人
を
入
れ
て
新
陳
代
謝
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
、
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
す
。

●
現
在
の
仕
事
内
容

相
談
し
た
い
と
い
う
人
に
対
し
て「
ど
ん

な
悩
み
を
持
っ
て
い
る
か
」「
ど
ん
な
解
決

を
し
た
い
の
か
」
な
ど
に
つ
い
て
個
別
面
談

を
行
う
ほ
か
、
入
所
期
に
は
キ
ャ
リ
ア
を
考

え
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
セ
ミ
ナ
ー
、
転
出
期
に

は
書
類
の
添
削
、
ま
た
就
活
支
援
と
し
て
ア

カ
デ
ミ
ア
に
行
く
た
め
に
ど
ん
な
準
備
を
し

た
か
先
輩
の
話
を
聞
く
イ
ベ
ン
ト
や
面
接
セ

ミ
ナ
ー
、
少
し
年
齢
が
上
の
方
向
け
に
ラ
イ

し
た
ね
。
珍
し
い
経
歴
で
し
ょ
う
が
、
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
に
一
人
く
ら
い
研
究
か

ら
来
た
人
間
が
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

●
理
研
の
特
徴

理
化
学
研
究
所
に
は
総
勢
３
５
０
０
人
ほ

ど
の
職
員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
定
年
制

の
約
６
０
０
人
以
外
は
任
期
制
で
、
年
間

４
０
０
人
ほ
ど
が
外
に
出
て
い
き
ま
す
。
研

究
者
が
約
３
０
０
０
人
お
り
、
学
生
時
代
か

ら
あ
ま
り
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
い
う
概
念
も

な
い
ま
ま
研
究
室
に
来
て
ず
っ
と
研
究
を
続

け
て
き
た
よ
う
な
人
た
ち
の
集
団
で
す
。

90
年
代
に
文
科
省
が
行
っ
た「
大
学
院
生

倍
増
計
画
」
や「
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
等
１
万

●
研
究
者
か
ら
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
道
へ

私
は
大
学
院
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た

後
、
幸
い
定
年
制
研
究
員
と
し
て
理
化
学
研

究
所
に
職
を
得
て
、
20
年
あ
ま
り
基
礎
医
学

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

４
年
ほ
ど
前
に
そ
の
研
究
室
が
閉
鎖
と
な

り
、
今
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
仕
事
に
移

り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
大
学
院
生
や
ポ
ス
ド

ク（
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
：
博
士
号
を
持
つ
任
期
付

き
研
究
者
）
の
相
談
に
乗
っ
た
り
し
て
い
ま

し
た
し
、
も
と
も
と
興
味
も
あ
り
、
声
を
掛

け
て
い
た
だ
い
た
の
で
こ
っ
ち
に
行
こ
う
、

と
。
周
り
の
研
究
者
か
ら
は
大
き
な
転
身
の

よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
自
分
の
中
で

は
次
は
こ
の
仕
事
だ
と
思
い
、
ス
ム
ー
ズ
で

	 国立研究開発法人　理化学研究所
人事部キャリアサポート担当

須藤龍彦氏
国家資格	キャリアコンサルタント

GCDF-Japan	キャリア・カウンセラー
博士（医学）

インタビュー

キャリアコンサルティング それぞれの現場

理
化
学
研
究
所
に
お
け
る
研
究
者
の
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

●理化学研究所（理研）
1917（大正 6）年創立。日本唯一の自然科学の総合研究所
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に
来
る
こ
と
へ
の
敷
居
が
高
い
。
博
士
号
を

取
っ
て
、
家
族
か
ら
も「
い
ず
れ
教
授
に
な

る
ん
で
し
ょ
」
と
思
わ
れ
、
そ
れ
を
背
負
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
相
談
を
躊
躇
す
る

ん
で
し
ょ
う
。

最
終
的
に
は
本
人
の
気
づ
き
し
か
な
い
で

す
ね
。
自
律
し
な
い
と
い
け
な
い
。

で
も
、
好
き
な
よ
う
に
や
る
こ
と
を
許
し

て
く
れ
る
家
庭
環
境
で
生
き
て
き
て
い
て
、

「
４
月
か
ら
仕
事
な
い
の
に
大
丈
夫
な
の
？
」

と
思
う
感
じ
の
人
も
い
ま
す
。
給
料
の
希
望

も
高
く
な
い
し
、「
好
き
な
こ
と
が
で
き
た

ら
い
い
な
」と
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
。

私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
相
談
に
来
て
気
づ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
気
づ
い
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
わ
て
て
来
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。「
今
は
研
究
し
て
い
て
毎
日
楽
し
く

て
健
康
だ
か
ら
い
い
け
ど
、
病
気
に
な
っ
た

り
自
分
に
何
か
あ
っ
た
り
し
た
時
に
、
両
親

は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
」と
急
に
思
い
、「
○

年
後
の
自
分
を
考
え
た
ら
怖
く
な
っ
た
」と
。

や
は
り
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
大
き
い
で
す

ね
。
家
族
、
子
ど
も
が
で
き
た
り
す
る
と
、

「
父
親
と
し
て
こ
れ
じ
ゃ
い
け
な
い
」「
好
き

な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、食
え
る
こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

と
気
づ
く
。
独
身
だ
っ
た
り
、
奥
さ
ん
も
働

い
て
い
て「
あ
な
た
は
好
き
な
こ
と
や
っ
て

い
れ
ば
い
い
わ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
環
境

だ
っ
た
り
す
る
と
、
な
か
な
か
き
っ
か
け
は

な
い
で
す
ね
。
世
間
で
も
研
究
者
に
対
し
て

は
、
そ
れ
な
り
の
年
齢
に
な
っ
て
正
社
員

じ
ゃ
な
く
て
も
、「
研
究
者
だ
か
ら
し
ょ
う
が

な
い
」と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
し
。

●
や
り
が
い
、
難
し
さ

困
っ
て
い
た
人
が
に
こ
や
か
に
出
て
い
く

と
、
や
は
り
嬉
し
い
。
そ
れ
こ
そ
研
究
者
が

一
生
懸
命
取
り
組
ん
だ
仕
事
が
論
文
に
な
っ

た
時
の
喜
ん
だ
顔
を
見
る
の
と
同
じ
で
す
。

難
し
い
と
こ
ろ
と
し
て
は
、
や
は
り
ど
う

や
っ
て
気
づ
き
に
誘
導
す
る
か
。
常
に
悩
ま

し
い
で
す
ね
。
理
研
が
大
学
と
違
う
の
は
、

集
団
の
メ
ン
バ
ー
が
多
様
で
あ
る
点
で
す
。

大
学
の
学
生
は
い
ろ
い
ろ
な
背
景
を
共
有
し

て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
バ
ラ

バ
ラ
で
、
若
い
ほ
う
は
大
学
４
年
生
、
上
の

ほ
う
は
40
、50
歳
の
人
が
い
る
わ
け
で
す
し
、

こ
こ
に
至
る
ま
で
の
背
景
も
違
う
。
年
齢
も

出
身
大
学
も
家
族
構
成
も
違
う
、
極
め
て
ヘ

テ
ロ（
異
質
）な
集
団
で
す
。
一
般
企
業
の
よ
う

な
、
集
団
と
し
て
あ
る
基
準
に
揃
え
る
た
め

の
人
材
育
成
な
ど
も
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
私
は
、「
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い

て
、
細
か
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

前
提
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
大
学
な
ど
と
違
っ
て
、
個
人

に
よ
っ
て
気
づ
き
に
至
る
過
程
も
多
様
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

感
じ
る
の
は
、
話
し
相
手
が
い
な
い
ん
で

す
よ
。
自
分
の
気
持
ち
を
吐
き
出
す
相
手
が

い
な
い
。
そ
の
相
手
と
し
て
私
た
ち
が
役
に

立
て
る
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が
答
え
を

提
供
で
き
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
が
話
し
て

い
る
う
ち
に
自
分
で
矛
盾
に
気
が
つ
い
た

り
、「
あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
」
と
思
っ

た
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
元
来
、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
そ
う

い
う
役
割
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
テ
ニ
ス

の
練
習
の
時
の「
壁
」
の
よ
う
に
。
球
は
正

確
に
返
っ
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

向
こ
う
ま
で
拾
い
に
行
か
な
く
て
済
む
。

そ
れ
と
、
研
究
室
の
ボ
ス
か
ら
す
れ
ば
、

期
待
さ
れ
る
若
い
優
秀
な
ポ
ス
ド
ク
に
出
て

い
か
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん

で
す
。
理
研
で
は
、
研
究
室
の
ボ
ス
に
か
な

り
の
裁
量
権
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が

違
っ
て
総
意
を
形
成
す
る
の
は
困
難
で
す
。

私
た
ち
は
ポ
ス
ド
ク
の
人
た
ち
の
将
来
を
心

配
し
て
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
で
情
報
提

供
を
し
た
り
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
た
り
す
る
ん
で
す
が
、「
う
ち
に

と
っ
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
」「
そ
ん
な
余

計
な
こ
と
は
す
る
な
」
と
い
う
声
も
あ
が
る

と
い
っ
た
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

「
そ
の
研
究
室
に
忠
誠
を
誓
っ
て
い
る
」

み
た
い
な
人
も
い
ま
す
が
、
本
人
が
自
分
で

考
え
て「
こ
れ
で
い
い
」
と
思
っ
て
い
る
の

な
ら
そ
れ
で
い
い
。
で
も
、
考
え
ず
に「
こ

れ
し
か
な
い
」と
思
っ
て
い
る
の
な
ら
、「
本

当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
」
と
考
え
る
機
会
が

必
要
で
し
ょ
う
。
自
分
の
人
生
で
す
か
ら
。

●
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で

　
大
切
な
こ
と

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
な
る
た
め

だ
け
に
勉
強
し
て
も
な
か
な
か
難
し
い
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
き
た
ほ

う
が
、
い
ろ
い
ろ
な
引
き
出
し
が
あ
る
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い

う
の
は
、
単
に
人
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
の

人
の
キ
ャ
リ
ア
を
見
な
い
と
い
け
な
い
の

で
、
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
と
同
じ
土
俵
に
上
が
れ

る
よ
う
な
知
識
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
の
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
バ
ラ
ン
ス
が
よ

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
民
間
企
業
の
人
事
部

の
経
験
の
あ
る
人
が
い
て
私
が
い
て
、
欠
点

と
い
い
と
こ
ろ
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
れ

る
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
で
あ
る
研
究
者
が
こ
れ

か
ら
世
の
中
に
出
て
い
く
こ
と
を
考
え
る

と
、
世
間
の
常
識
を
よ
く
知
っ
て
い
る
人
が

必
要
で
す
し
、
そ
れ
と
同
時
に
研
究
所
の
中

の
事
情
を
知
っ
て
い
る
人
間
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
チ
ー
ム
構
成
と
し
て
そ
の
両

者
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う

気
が
し
ま
す
。

●
今
後
に
向
け
て

や
は
り
、
一
人
で
も
多
く
ハ
ッ
ピ
ー
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
途
方
に
暮
れ
る
人
が

出
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
。
一
つ
ひ
と

つ
コ
ツ
コ
ツ
と
件
数
を
重
ね
て
い
く
し
か
な

い
で
す
け
れ
ど
も
。

私
自
身
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
誰
か
に

育
て
て
も
ら
っ
て
き
た
と
い
う
思
い
が
あ
っ

て
、
次
世
代
と
い
う
の
は
意
識
し
ま
す
。
こ

の
仕
事
は
、
次
世
代
に
い
い
状
態
で
バ
ト
ン

を
渡
す
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
と
い
う
こ

と
か
な
と
思
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
困
っ
て

い
る
人
を
助
け
た
い
。そ
の
た
め
に
、ち
ょ
っ

と
の
勇
気
だ
っ
た
り
覚
悟
だ
っ
た
り
を
与
え

ら
れ
れ
ば
い
い
の
か
な
、
と
。
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場
面
緘
黙
の
症
状
が
あ
っ
た
方
で
す
。
特
別

支
援
学
校
を
卒
業
後
、
弊
社
を
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
自
身
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
場
面
緘
黙
の
方
に
接
す
る
の
は
初
め
て

で
し
た
。
応
募
す
る
た
め
に
企
業
に
連
絡
し

て
も「
緘
黙
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
よ
く
わ

か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
、
発
話
が
難
し

い
の
で
電
話
応
対
が
必
須
だ
と
厳
し
か
っ
た

り
し
て
、
就
労
支
援
２
年
の
期
限
が
迫
っ
て

い
る
と
い
う
時
期
で
し
た
。
週
に
２
、３
社

応
募
し
て
も
書
類
選
考
が
通
ら
な
い
と
い
う

状
態
が
１
年
以
上
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
本

人
は
一
般
就
労
を
強
く
希
望
さ
れ
て
い
ま
し

た
。家

族
面
談
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
ま
ず
は

企
業
に
就
職
し
た
時
に
や
れ
る
こ
と
を
、
通

勤
や
体
力
を
含
め
て
確
認
す
る
た
め
に
企
業

で
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
が
、
普
段
は
セ
ン

タ
ー
に
５
～
10
分
遅
刻
し
て
い
た
の
に
、
企

業
に
行
っ
た
ら
意
識
が
変
わ
る
の
か
毎
日
遅

刻
せ
ず
に
行
け
る
。
業
務
で
は
納
得
で
き
な

い
と
手
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
、

仕
事
だ
か
ら
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
葛

藤
の
中
で
、
１
～
２
時
間
話
し
合
う
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
私
が
話
し
た
こ
と
に
対
し
て

携
帯
電
話
や
小
さ
な
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
の
文

字
で
返
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
う
や
り
と
り

を
し
て
い
る
中
で
、
３
カ
月
目
く
ら
い
だ
っ

た
か
、
本
人
が
声
を
発
し
た
瞬
間
が
あ
っ
た

た
。例

え
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
苦
手
な

方
に
、例
題
的
な
も
の
を
難
度
別
に
作
っ
て
、

自
分
の
予
定
を
書
き
込
ん
で
も
ら
う
よ
う
な

訓
練
ツ
ー
ル
の
作
成
、
聴
覚
優
位
や
視
覚
優

位
な
ど
対
象
者
の
認
知
特
性
に
応
じ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
ア
ン
ガ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
関
連

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

年
度
の
初
め
に
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
や
就
職
さ
れ
た
利
用
者
の
方
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
必
要
な
の
か
を
把
握
し

て
、
計
画
を
立
て
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

就
労
移
行
支
援
の
対
象
者
は
、精
神
障
害
、

発
達
障
害
の
方
た
ち
が
７
～
８
割
く
ら
い
で

す
が
、
発
達
障
害
の
方
は
程
度
や
種
類
が

様
々
で
す
ね
。
同
じ
診
断
を
受
け
て
い
て
も

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
方
、
同
じ

ミ
ス
を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
方
、
時
間
の
管

理
が
苦
手
な
方
な
ど
多
様
で
す
。
現
場
で
支

援
員
を
し
て
い
た
時
は
、
そ
の
方
に
合
わ
せ

て
会
社
で
用
意
し
て
い
る
ツ
ー
ル
を
少
し
工

夫
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
社
内
の
未
就

学
児
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
使
っ
て
い
る
ツ
ー

ル
を
活
用
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

●
印
象
に
残
る
支
援
事
例

支
援
員
の
仕
事
の
中
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
て
い
て

健
福
祉
士
の
専
門
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
転

職
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で

す
が
、
実
習
で
精
神
科
の
病
院
や
地
域
の
福

祉
施
設
に
う
か
が
っ
て
、
社
会
復
帰
し
よ
う

と
す
る
方
の
現
場
を
間
近
で
見
て
、
直
接
的

に
支
援
し
た
い
と
思
い
、
今
の
会
社
に
就
労

支
援
員
と
し
て
入
り
ま
し
た
。

●
入
社
後
の
仕
事
内
容

入
社
後
約
３
年
間
、
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ

る
現
場
で
利
用
者
の
支
援
を
し
て
い
ま
し

た
。
１
年
前
に
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
使
う

訓
練
の
ツ
ー
ル
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
テ
キ
ス
ト

の
作
成
・
開
発
を
す
る
部
署
に
異
動
し
ま
し

●
Ｓ
Ｅ
か
ら
就
労
支
援
員
へ

前
職
で
は
Ｓ
Ｅ（
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
）

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
一
緒
に
働
く

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
中
に
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
不
調
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
い
る

の
で
す
が
、
業
務
量
や
責
任
の
度
合
い
は
多

少
違
え
ど
、同
じ
よ
う
な
職
場
環
境
に
い
て
、

ど
う
し
て
そ
う
な
る
人
と
な
ら
な
い
人
が
い

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

が
き
ち
ん
と
知
識
を
持
っ
て
い
た
ら
何
か
し

ら
の
情
報
提
供
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

も
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で「
き
ち
ん
と
し
た

知
識
を
得
た
い
」「
勉
強
し
た
い
」と
精
神
保

	 株式会社LITALICO	東京本社
LITALICOワークス	事業部

サービス企画

河野鮎子氏
精神保健福祉士

２級キャリアコンサルティング技能士

インタビュー

キャリアコンサルティング それぞれの現場

就
労
移
行
支
援
事
業
所
に
お
け
る
障
害
者
の
就
労
支
援

●LITALICOワークス
株式会社 LITALICOが運営する就労移行支援事業所。就労
移行支援事業所は、障害者の一般企業への就職をサポート
する通所型の福祉サービスで、LITALICOワークスでは、就
職準備、企業インターン、就職活動、職場定着等の就労サ
ポートを行う。全国に 66 拠点がある。
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ん
で
す
。
そ
れ
っ
き
り
話
は
し
な
い
ん
で
す

が
、自
分
で
も
び
っ
く
り
し
た
よ
う
で
し
た
。

伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
先
行
し
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
だ
ん
だ
ん
と
表
情
な
ど

で
気
持
ち
が
わ
か
る
時
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
本
人
の
や
れ
る
こ
と
や
可
能
性
を
一
緒

に
探
し
な
が
ら
歩
ん
で
い
く
と
、
人
っ
て
成

長
す
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

結
局
、
そ
の
方
は
利
用
期
限
ぎ
り
ぎ
り
で

一
般
就
労
さ
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
も
得
意

な
方
で
、
機
密
情
報
の
デ
ー
タ
入
力
の
仕
事

で
し
た
。「
緘
黙
で
言
葉
を
発
し
な
い
の
で
、

機
密
情
報
を
漏
洩
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
確

実
に
守
れ
る
」
と
。
た
ま
た
ま
タ
イ
ミ
ン
グ

が
合
っ
て
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
企
業
様
の
受
け
入
れ
る
幅
、
見
方

や
多
様
性
の
部
分
も
広
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
心
が
け
て
い
る
こ
と

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
の

は
、
聴
く
だ
け
で
は
進
ん
で
い
か
な
い
。
そ

の
先
、
選
択
肢
を
提
供
す
る
、
一
緒
に
考
え

て
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
本
人
か
ら
選
択
肢
を
出
し

て
も
ら
う
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
の
背
中
を
押
す
な
ど
、
臨
機
応
変

に
具
体
的
展
開
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。課
題
は
何
か
を
理
解
す
る
に
し
て
も
、

本
人
が
発
し
て
い
る
こ
と
を
全
部
鵜
呑
み
に

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
、
そ
の
裏
、
そ

の
奥
を
包
括
的
に
見
る
と
い
う
部
分
が
基
本

的
に
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
障
害
の
有
無
や

職
歴
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
生
で
も
社
会
人
で

も
、
必
ず
対
等
に
、
フ
ラ
ッ
ト
に
物
事
を
と

ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
意
識
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
が
ど
な
た
で
も
、
自
分
自
身
が
経
験

を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
慣
れ

み
た
い
な
も
の
を
持
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

現
場
で
支
援
し
て
い
る
時
は
、
目
の
前

に
い
ら
っ
し
ゃ
る
利
用
者
の
方
に
合
わ
せ

て
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
今
の
仕
事
で
は
利
用
者
の
方
す
べ
て
が

見
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
う
い
う
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
か
考
え
な
が
ら
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
誰
に
す
る
の
か
あ
る
程
度
絞
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。
実
際
使
っ
て
み
て
ど

う
だ
っ
た
か
な
ど
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
っ
た
り
、
私
自
身

が
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
、
使
っ
て
い
る
方
に

お
声
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。同

時
に
、
均
一
性
を
保
つ
必
要
も
あ
る
。

ど
の
方
に
提
供
し
て
も
一
定
程
度
の
効
果
を

も
た
ら
せ
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
い
け
な

い
。
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
や
り
が
い
と
苦
労

支
援
員
の
時
は
、
利
用
者
が
変
わ
っ
て
い

く
様
子
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
の
で
、
こ

ち
ら
と
し
て
は
面
白
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
難
し
い
の
は
、
正
解
が
な
い
こ

と
。
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ
て
良
か
っ
た
の

か
、
別
の
人
が
担
当
し
て
い
た
ら
も
っ
と
良

い
方
向
に
進
ん
で
い
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
、

と
思
う
こ
と
も
あ
り
、
何
が
正
し
い
か「
答

え
合
わ
せ
」
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

本
人
の
進
み
た
い
方
向
に
一
緒
に
歩
み
を

進
め
て
い
く
、
本
当
に
必
要
な
も
の
を
伝
え

て
い
く
と
い
っ
た
中
で
、
と
き
に
も
う
少
し

時
間
が
あ
っ
た
ら
、
と
感
じ
た
り
も
し
ま
し

た
。
私
自
身
の
主
観
で
、
ご
本
人
に
と
っ
て

ど
う
な
の
か
は
別
で
す
が
。

今
の
部
署
で
は
、
作
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

ツ
ー
ル
に
対
し
て
、「
評
判
良
か
っ
た
で
す

よ
」
と
か「
こ
う
し
た
ほ
う
が
も
っ
と
い
い
」

と
い
う
反
応
を
も
ら
え
る
と
、
プ
ラ
ス
で
あ

れ
マ
イ
ナ
ス
で
あ
れ
、「
使
っ
て
も
ら
え
て

い
る
」と
感
じ
る
の
で
嬉
し
い
で
す
ね
。

●
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
今
後

就
労
支
援
を
す
る
中
で
思
う
の
は
、「
キ
ャ

リ
ア
」と
い
う
の
は「
働
く
」こ
と
だ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
を「
人

生
」と
と
ら
え
る
と
、「
働
く
」は
一
部
で
あ
っ

て
、
そ
の
人
が
何
を
し
た
い
の
か
、
ど
う
い

う
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
の
か
と
い
う
と

こ
ろ
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
働
く
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
い
く
。
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
い

か
ら
、
例
え
ば
一
人
暮
ら
し
し
た
い
か
ら
働

い
て
お
金
を
稼
ぐ
と
か
、
そ
う
し
た
視
点
で

働
く
こ
と
を
一
つ
の
手
段
を
得
る
こ
と
と
し

て
と
ら
え
る
。
就
労
支
援
か
ら
も
う
少
し
大

き
な
枠
で
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
考
え
て

い
こ
う
、
と
。

人
生
も
含
め
た
支
援
と
い
う
の
は
、
日
々

通
所
し
て
い
た
だ
い
て
会
え
る
頻
度
が
高
い

か
ら
こ
そ
で
き
る
、
時
間
を
か
け
た
支
援
だ

と
思
い
ま
す
。

私
と
し
て
は
、
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、

職
場
定
着
な
ど
就
職
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
を
含
め
て
、
対
象
者
の
方
た
ち
が
安
心
し

て
意
欲
を
持
っ
て
働
い
て
い
け
る
よ
う
な

キ
ャ
リ
ア
支
援
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

社
会
に
お
い
て
も
、
企
業
が
制
度
と
し
て

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
取
り
入
れ

て
い
く
と
同
時
に
、
企
業
の
中
と
い
う
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
働
く
人
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
長
い
道
の
り
の
中

で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
活
用
し
て
自
分
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
な
も

の
に
な
っ
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
活
用
す
る
価
値
が
あ
る
、
価

値
を
見
出
せ
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。
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た
。
社
会
科
学
系
の
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
授
陣
主
導
の

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
や
Ｐ
Ｂ
Ｌ（
課

題
解
決
型
学
習
）
的
な
授
業
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば「
渋
谷
の
街
を
こ
れ
か
ら
ど
う
開
発

し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、
み
ん
な
で
調
査

し
て
考
え
、
提
案
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
授
業
で
す
。
実
際
に

自
分
た
ち
で
調
査
し
て
企
業
の
人
と
会
っ
た

り
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
し
て
発
表
す

る
。
職
業
理
解
・
計
画
実
行
能
力
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
、
学
生
が
す
ご
く

鍛
え
ら
れ
る
。

こ
の
授
業
体
験
を
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
学
生
に
振
り
返
ら
せ
て
、
キ
ャ
リ

ア
支
援
に
も
つ
な
げ
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
中
に
い
た
自
分
は
ど
ん
な
自
分
だ
っ

た
の
か
、
そ
れ
を
客
観
視
す
る
た
め
に
、
学

生
と
一
緒
に
振
り
返
る
。
そ
れ
を
仕
事
と
い

う
も
の
に
つ
な
げ
な
が
ら
相
談
に
乗
っ
て
い

く
。
授
業
で
ど
ん
な
経
験
を
し
た
の
か
を
振

り
返
り
、
言
語
化
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
し
て
も
、
き
ち
ん
と
振
り
返
り
を
さ
せ

る
こ
と
で
、
職
業
的
な
自
己
概
念
を
明
確
に

す
る
の
に
す
ご
く
効
き
ま
す
ね
。

一
方
で
他
大
学
で
も
そ
う
で
し
ょ
う
が
、

課
題
は
、
本
当
に
就
職
関
連
の
講
座
を
聴
い

て
ほ
し
い
学
生
が
来
な
い
こ
と
。
言
わ
な
く

て
も
わ
か
る
よ
う
な
学
生
は
来
る
。
そ
う
し

か
ら
学
生
も
来
な
い
。
そ
う
い
う
時
代
が
続

き
ま
し
た
。「
椅
子
に
座
っ
て
な
い
で
、
企

業
を
訪
問
し
て
挨
拶
し
て
来
い
、
卒
業
生
が

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
る
の
か
し
っ
か

り
見
て
来
い
」
と
上
司
に
言
わ
れ
、
訪
問
し

ま
し
た
が
、
誰
も
相
手
に
し
て
く
れ
な
い
ん

で
す
よ
、
採
用
が
な
い
ん
で
す
か
ら
。

そ
の
う
ち
金
融
危
機
が
来
た
。
雇
用
形
態

も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
正
社
員
一
般
職

が
派
遣
や
契
約
に
変
わ
っ
て
い
く
時
代
だ
っ

た
ん
で
し
ょ
う
。
一
般
職
で
就
職
を
希
望
し

て
い
た
短
大
生
に
と
っ
て
は
受
難
の
時
代
で

す
。「
わ
あ
、
こ
れ
は
大
変
だ
」
と
今
ま
で

の
や
り
方
が
も
う
通
用
し
な
く
な
り
、
ど
う

し
た
も
の
か
、
も
っ
と
違
う
支
援
の
や
り
方

が
あ
る
の
か
な
と
考
え
て
い
た
時
に
、
Ｃ
Ｄ

Ａ（
キ
ャ
リ
ア
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）
と
い
う
も
の
を
知
り
、
２
０
０
１
年

に
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
と
い
う
も
の
を

見
つ
め
る
、自
分
で
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
作
っ

て
い
く
、
そ
れ
を
第
三
者
的
立
場
で
話
を
聞

い
て
一
緒
に
考
え
る
仕
事
と
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
法
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。

●
現
在
の
仕
事

新
学
部
が
で
き
て
１
期
生
か
ら
支
援
で
き

た
現
在
の
大
学
に
は
７
年
前
に
着
任
し
ま
し

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
偶
然
で
す
が
ハ
マ
り

ま
し
た
、
こ
の
仕
事
に
。
１
９
９
２
年
、
バ

ブ
ル
経
済
の
終
わ
り
の
頃
で
す
。

●
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
歩
み

当
時
、
短
大
生
の
就
職
は
非
常
に
良
か
っ

た
で
す
。
一
流
企
業
に
一
般
事
務
職
の
正
社

員
で
入
れ
ま
し
た
。
学
生
が
企
業
説
明
会
に

行
っ
た
ら
、「
君
、
気
に
入
っ
た
か
ら
内
定
」

な
ん
て
い
う
時
代
だ
っ
た
ん
で
す
。
現
場
で

は
、
学
生
も
企
業
採
用
担
当
者
も
列
を
な
し

て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
１
年
経
っ
て
バ
ブ

ル
が
崩
壊
し
た
ら
、
誰
も
来
な
い
。
採
用
し

な
い
か
ら
企
業
は
来
な
い
し
、
求
人
が
な
い

●
旅
行
会
社
か
ら
短
大
の
職
員
へ

大
学
を
卒
業
し
て
最
初
は
旅
行
会
社
に
入

り
ま
し
た
。
入
社
７
年
目
に
海
外
研
修
で
半

年
間
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、そ
こ
で「
働
き
方
っ

て
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
な
」
と
感
じ
、
憧
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
海
外
で
働
き
た
い
と
思

い
海
外
へ
行
っ
て「
自
分
探
し
の
旅
」
み
た

い
な
こ
と
を
や
っ
た
り
、
東
京
で
半
年
ほ
ど

フ
リ
ー
タ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
30
歳
の
時

に
、
大
学
職
員
の
募
集
が
あ
っ
た
の
で
、
応

募
し
ま
し
た
。
学
生
教
育
関
係
の
仕
事
に
自

分
で
も
興
味
が
あ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
う

し
て
短
大
の
職
業
指
導
室（
当
時
）
で
働
く
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た
学
生
は
自
分
で
で
き
る
し
、
実
際
も
う

や
っ
て
い
る
。
講
座
で
い
ろ
ん
な
話
を
し
て

も
ち
ゃ
ん
と
自
分
な
り
に
吸
収
し
て
い
る
。

講
座
が
就
職
活
動
に
活
か
せ
な
い
、
つ
な
が

ら
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
自
己
分
析
や
履
歴

書
が
、
講
座
で
や
っ
た
こ
と
と
全
く
違
う
も

の
に
な
っ
て
し
ま
う
。
個
別
に
何
度
も
話
し

合
い
な
が
ら
少
し
ず
つ
自
己
と
社
会
・
仕
事

を
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
卒
業
生
の
支
援

就
職
活
動
ほ
ど
学
生
を
成
長
さ
せ
る
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
を
見
つ
め
る
こ
と
、

仕
事
を
知
る
こ
と
、
将
来
の
自
分
を
描
く
こ

と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
学
生
に
本
当
は
も
っ

と
早
く
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
ん
で
す
。
で

も
、
ど
ん
な
に
準
備
を
し
っ
か
り
し
て
も
そ

の
時
に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、

や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
。活
動
を
し
な
が
ら
変
化
し
た
り
、

見
え
て
く
る
自
分
も
あ
る
。
終
わ
っ
た
後
に

結
果
が
出
れ
ば
す
ご
く
自
己
効
力
感
を
持
て

る
し
、
教
員
の
先
生
は「
就
活
を
経
験
す
る

と
学
生
の
授
業
へ
の
取
り
組
み
が
す
ご
く
積

極
的
に
な
る
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
や
っ

て
み
て
い
ろ
い
ろ
わ
か
っ
て
く
る
。
就
職
活

動
と
い
う「
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
で
し
か
気
づ
か
な

い
も
の
も
あ
る
と
思
う
ん
で
す
。「
社
会
に

出
る
前
に
、
活
動
を
す
る
前
に
、
大
学
１
年

か
ら
、
準
備
し
て
お
け
ば
」
と
い
う
意
見
が

正
論
で
す
が
、
現
場
で
は
、
活
動
中
に
し
か

気
づ
か
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
は
、
と
ふ
と

思
っ
た
り
し
ま
す
。

短
大
の
時
か
ら
や
っ
て
い
る
の
は
、
卒
業

生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
で
す
。
最
初
は
来
る
人

だ
け
や
っ
て
い
た
ん
で
す
。
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
の

時
に「
小
板
橋
さ
ん
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
て

入
社
し
た
ら
潰
れ
た
」と
か
文
句
言
わ
れ
て
、

「
じ
ゃ
あ
相
談
に
乗
る
か
ら
来
て
」
と
。
相

談
に
乗
っ
て
い
る
う
ち
に
、
仕
事
を
し
て
み

て
い
ろ
ん
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
る
の

で
、
深
い
と
こ
ろ
ま
で
話
が
で
き
る
と
思
い

ま
し
た
ね
。「
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
」
を
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
自
分

が
将
来
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
た
い
の
か
、

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
、
10
年
20
年
後
ど
う
か
と

言
っ
た
っ
て
、
実
際
は
学
生
に
そ
ん
な
の
わ

か
る
の
か
、
み
た
い
な
部
分
も
正
直
あ
る
。

短
大
時
代
に
は「
卒
業
し
て
も
何
か
あ
っ

た
ら
い
つ
で
も
来
い
よ
」
と
声
を
か
け
て
い

る
と
徐
々
に
相
談
者
も
増
え
て
い
き
、
そ
れ

で
正
式
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

卒
業
後
の
支
援
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。相
談
者
が
な
ぜ
来
る
か
と
い
う
と
、キ
ャ

リ
ア
の
相
談
を
し
た
い
と
思
っ
た
場
合
、
人

材
紹
介
会
社
は「
お
金
を
取
ら
れ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
」
と
思
っ
て
敷
居
が
高
い
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
も
な
ん
と
な
く
行
き
づ
ら
い
、
会
社

の
人
事
は「
評
価
が
下
が
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
懸
念
が
あ
る
、
と
り
あ
え
ず
ま
ず
思
っ
た

こ
と
を
気
軽
に
し
ゃ
べ
れ
る
の
は
就
職
活
動

で
お
世
話
に
な
っ
た
大
学
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
。
報
告
・
相
談
等
合
わ
せ

て
年
間
１
５
０
人
く
ら
い
来
ま
す
。
３
年
、

５
年
、
10
年
ぶ
り
に
来
る
人
も
い
ま
す
。
悩

み
が
あ
っ
て
来
る
わ
け
で
し
ょ
う
か
ら
、
来

る
の
が
い
い
こ
と
な
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら

な
い
で
す
が
、
こ
ち
ら
も「
ち
ゃ
ん
と
選
択

で
き
た
ん
だ
ろ
う
か
」「
そ
の
後
ど
う
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
心
配
も
あ
る
の
で
、

来
て
く
れ
て
い
い
よ
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

卒
業
生
に
関
し
て
は
職
業
紹
介
と
い
う
よ

り
は
、
自
分
の
将
来
を
ど
う
す
る
の
か
、
今

後
ど
の
よ
う
に
キ
ャ
リ
ア
を
設
計
し
て
い
く

の
か
を
考
え
る
。
ま
ず
は
こ
こ
へ
来
て
好
き

な
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
と
い
う
こ
と
が
役
に
立

つ
の
で
は
な
い
か
。
話
を
聞
い
て
、
本
人
の

方
向
性
が
し
っ
か
り
決
ま
っ
て
き
た
ら
、
必

ず
し
も
そ
の
会
社
を
辞
め
な
く
て
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
し
、
必
要
に
応
じ
て
人
材
紹
介

会
社
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
転
職
・
求

職
活
動
す
れ
ば
い
い
。
こ
の
仕
事
は
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

ま
た
、
そ
の
人
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た

情
報
で
す
が
、
私
た
ち
と
し
て
は
勤
務
先
の

リ
ア
ル
な
情
報
が
入
っ
て
く
る
。

よ
く
大
学
生
の
３
割
が
就
職
し
て
３
年
で

辞
め
る
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
悪
い
こ
と
、
失

敗
と
い
う
見
方
が
根
底
に
あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
ん
で
す
が
、
す
べ
て
が
そ
う
で
は
な
い

だ
ろ
う
と
私
は
思
い
ま
す
ね
。
や
は
り
や
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
た
く

さ
ん
い
る
。
や
っ
て
み
て
わ
か
る
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
。
自
己
分
析
、
職
業
研
究
を
し

て
も
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
し
っ
か
り
就
職
活
動
を

し
て
自
分
で
納
得
し
て
入
っ
た
ん
だ
け
ど
、

そ
れ
で
も
合
わ
な
い
と
言
っ
て
辞
め
た
人
も

多
く
見
て
き
ま
し
た
。
プ
ラ
ス
志
向
の
移
動

も
結
構
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
に
向
け
て
、
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
的

な
機
会
を
大
学
で
作
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

状
態
が
悪
い
時
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
そ
の
時

点
で
の
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
客
観
的
に
診
断

す
る
も
の
と
し
て
。

●
労
働
の
人
間
化

木
村
周
先
生
が「
労
働
の
人
間
化
」
と
い

う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
非
常
に

共
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
う
い
う
職
場

を
作
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
し
、

こ
の
基
準
を
大
切
に
し
て
学
生
に
職
業
を
紹

介
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。「『
公
』

の
視
点
を
自
覚
し
、『
労
働
の
人
間
化
』
に

貢
献
す
る
こ
と
」（
本
誌
２
０
１
６  

Ｎ
ｏ
．３
、

ｐ
10
）。こ
こ
に
あ
る
六
つ
の
項
目（
①
変
化
、

②
学
習
、
③
自
立
性
、
④
他
人
と
の
協
力
関

係
、
⑤
社
会
的
意
義
、
⑥
成
長
）
は
、
私
自

身
の
こ
の
仕
事
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
、
振
り

返
っ
て
み
る
と
感
じ
ま
す
。
六
つ
と
も
当
て

は
ま
る
。
だ
か
ら
ず
っ
と
続
け
た
い
仕
事
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
学
に
80
歳
ま
で
ア
ル

バ
イ
ト
で
学
生
相
談
を
や
っ
て
い
た
方
が
い

ま
し
た
が
、
憧
れ
の
存
在
で
し
た
。
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か
」
と
声
を
か
け
て
き
た
の
で
す
。
叔
父
に

よ
れ
ば
、
そ
の
当
時
は
景
気
が
よ
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
瓦
葺
き
職
人
の
実
入
り
は
相

当
な
も
の
だ
と
い
う
の
で
す
。

―
―
そ
れ
で
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
か
？

藤
井　

い
や
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

私
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
息
子
で
、
職
人
の
世

界
な
ん
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た

伝
え
聞
く
職
人
の
様
子
な
ど
も
、
正
直
あ
ま

り
好
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

で
も
遊
ん
で
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と

考
え
、
そ
の
こ
ろ
設
立
さ
れ
た
瓦
葺
き
職
人

養
成
の
認
定
訓
練
校
に
進
ん
だ
の
で
す
。
そ

の
訓
練
校
の
訓
練
期
間
は
２
年
間
で
、
全
寮

制
で
し
た
。
生
徒
た
ち
の
多
く
は
瓦
葺
き
職

人
の
息
子
で
、
私
と
は
全
く
違
う
環
境
で

育
っ
て
き
た
人
た
ち
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
言
動
に
は
違
和
感
が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
当
初
は
あ
ま
り
乗
り
気
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
ね
。

藤
井　

は
い
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
瓦
葺
き
職
人
の
世
界
に
次

第
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
が
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
大
人
の
世

界
を
垣
間
見
る
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
訓
練
校
で
講
師
を
務
め
て
い
た
腕
の

い
い
瓦
葺
き
職
人
の
仕
事
の
現
場
を
見
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、「
自
分
も
あ
の
よ

う
な
見
事
な
瓦
を
葺
き
た
い
」
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
訓
練
校
を
卒
業
し
、
現

代
の
名
工
に
も
認
定
さ
れ
た
加
藤
亀
太
郎
さ

ん
に
弟
子
入
り
し
、
そ
こ
で
10
年
あ
ま
り
修

業
を
し
ま
し
た
。

独
立
す
る
の
は
そ
の
後
で
す
。

―
―
独
立
し
た
て
の
こ
ろ
は
、
た
い
へ
ん
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

藤
井　

仕
事
を
い
た
だ
く
の
に
苦
労
し
ま
し

た
ね
。
こ
ち
ら
は
ほ
と
ん
ど
何
の
実
績
も
な

い
の
で
す
か
ら
、
や
む
を
え
ま
せ
ん
が
…
。

そ
う
し
た
な
か
で
た
ど
り
着
い
た
の
が
、
社

寺
の
建
造
物
の
瓦
葺
き
の
仕
事
で
し
た
。

　

社
寺
建
造
物
の
瓦
葺
き
は
一
般
家
屋
と
比

べ
、
と
て
も
高
い
技
術
が
必
要
な
の
で
、
街

の
工
務
店
さ
ん
が
担
当
す
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
の
で
す
。
わ
た
し
は
あ
え
て
そ
こ
に

入
り
込
ん
だ
の
で
す
。

現
寸
図
通
り
に
瓦
を
葺
く
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

―
―
仕
事
の
流
れ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
井　

ま
ず
受
注
す
る
に
あ
た
っ
て
、
図
面

を
見
な
が
ら
金
額
が
折
り
合
う
か
ど
う
か
を

検
討
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ん
な
仕
事
で
も
同

じ
で
し
ょ
う
。
お
寺
の
瓦
葺
き
の
場
合
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
に
よ
っ
て
瓦
に
入
れ
る
寺

紋
が
違
う
の
で
、
そ
れ
も
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ど
ん
な
瓦
を
選
ぶ
の
か

も
大
切
で
す
。

思
い
が
け
ず
進
ん
だ
道

や
が
て
「
い
い
仕
事
が
し
た
い
」

と
思
う
よ
う
に

―
―
瓦
葺
き
職
人
に
な
ら
れ
た
い
き
さ
つ
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

藤
井　

高
校
生
時
代
、
わ
た
し
は
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
の
選
手
で
、
国
体
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
も
出
場
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と

も
あ
っ
て
、
将
来
は
体
育
の
教
師
に
な
ろ
う

と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
体
調
を

崩
し
、
大
学
の
入
学
試
験
に
失
敗
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

今
後
、
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と

き
に
、運
送
会
社
を
経
営
し
、瓦
を
取
り
扱
っ

て
い
た
叔
父
が
「
瓦
葺
き
職
人
に
な
ら
な
い

瓦葺き職人　藤井禎夫さん

「基本に忠実」な仕事を
心がける

ふじい・さだお●1957年、埼玉県生まれ。高校生時代はス
ピードスケートの選手として活躍。高校卒業後、瓦葺き職人
の認定訓練校へ進む。同校卒業後、現代の名工・加藤亀
太郎氏に師事。現在は有限会社フジイ瓦工業代表取締役。
社寺建造物を中心に多くの歴史的建造物の屋根の修復に携
わる。東京都優秀技能者。一級かわらぶき技能士、瓦屋根
工事技士、（一社）全日本瓦工事業連盟瓦屋根診断士など
の資格を持つ。

藤井さんは瓦葺き職人として、社寺を中心とした歴史的建造物の屋根の修
復にも携わり、その仕事は高い評価を受けています。そこには職人として
の誇りが息づいています。
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の
仕
事
は
見
た
目
の
良
さ
を
追
う
あ
ま
り
、

え
て
し
て
基
本
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

　

例
え
ば
基
本
を
忘
れ
る
と
雨
が
漏
れ
や
す

く
な
っ
て
し
ま
う
。
雨
が
漏
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
葺
き
方
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま
せ

ん
。ま
た
基
本
を
は
ず
れ
た
工
事
を
す
る
と
、

長
く
も
た
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
基
本
に
忠
実
に
…
」瓦
葺
き
職
人
に
と
っ

て
、
こ
れ
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

歴
史
的
建
造
物
の
保
存
に
携
わ
る

誇
り
と
喜
び

―
―
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
や
り
が
い
や
面
白
さ

を
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

藤
井　

お
寺
や
神
社
の
建
物
は
、
こ
れ
ま
で

さ
ま
ざ
ま
な
修
理
を
経
な
が
ら
残
さ
れ
て
き

た
、
歴
史
的
建
造
物
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
瓦

葺
き
の
職
人
が
精
魂
を
込
め
て
行
っ
た
仕
事

を
私
が
受
け
継
ぐ
。
そ
し
て
私
の
仕
事
を
次

の
世
代
の
職
人
が
受
け
継
い
で
い
く
。

　

こ
う
し
て
何
百
年
も
そ
の
建
造
物
は
残
っ

て
い
く
の
で
す
。
そ
う
し
た
仕
事
に
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
、
そ
し
て
や
り

が
い
も
感
じ
ま
す
。

―
―
仕
事
で
難
し
さ
や
厳
し
さ
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

藤
井　

こ
の
仕
事
は
ど
う
し
て
も
お
施
主
さ

ん
と
わ
た
し
た
ち
と
の
間
に
、
元
請
さ
ん
が

仲
立
ち
と
し
て
入
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

私
た
ち
と
お
施
主
さ
ん
と
の
意
志
の
疎
通
が

円
滑
に
進
ま
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
と
き
は
、
工
期
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
苦
労
し
ま
す
ね
。

ま
た
現
寸
図
が
で
き
た
か
ら
と
い
っ
て

も
、
だ
れ
も
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
仕
事
が
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
寸
図
通
り

に
仕
事
を
す
る
技
術
が
必
要
で
す
が
、
そ
の

習
得
に
は
人
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま

す
。
経
験
年
数
が
そ
の
ま
ま
腕
の
確
か
さ
を

保
証
す
る
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

現
寸
図
通
り
に
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
瓦
葺
き
の
仕
事
は
楽
し
く
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
ね
。

―
―
こ
れ
か
ら
瓦
葺
き
職
人
を
目
指
す
人
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

藤
井　

私
の
原
点
は
、
先
輩
た
ち
の
見
事
な

仕
事
ぶ
り
を
見
て「
お
れ
も
あ
ん
な
ふ
う
に

瓦
を
葺
い
て
み
た
い
」と
い
う
思
い
を
抱
い

た
こ
と
で
す
。

　

よ
り
高
い
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
、
よ
り

確
か
な
腕
を
も
ち
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
、
本
人
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い
つ

ま
で
に
ど
う
な
り
た
い
か
と
い
う
仕
事
に
対

す
る
将
来
図
を
描
き
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
ま

い
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
瓦
葺
き
職

人
と
し
て
評
価
さ
れ
た
い
な
ら
、
よ
り
上
を

目
指
す
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

受
注
し
た
後
は
、
大
工
さ
ん
や
設
計
士
さ

ん
と
綿
密
に
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
現
寸
図
と

呼
ば
れ
る
実
際
の
寸
法
の
図
面
を
書
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
口
に
社
寺
の
瓦
屋
根

と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
勾
配
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
瓦
を
配
置
す
る
か
を
十
分
考

え
、
現
寸
図
を
書
く
の
で
す
。

現
寸
図
が
で
き
た
ら
、
そ
の
通
り
に
な
る

よ
う
に
、
瓦
を
葺
い
て
い
き
ま
す
。
瓦
の
葺

き
方
も
ど
こ
も
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
場
所
に
よ
っ
て
勾
配
も
違
う
し
、

ね
じ
れ
も
あ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

必
要
で
す
。
ま
た
雨
漏
れ
の
心
配
が
な
い
よ

う
に
、
雨
水
の
流
し
方
も
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

―
―
現
寸
図
が
基
本
に
な
る
ん
で
す
ね
。

藤
井　

現
寸
図
を
書
く
と
き
は
、
ど
の
よ
う

な
勾
配
を
つ
け
、
ど
ん
な
瓦
を
ど
う
配
置
す

る
か
な
ど
、
こ
れ
か
ら
瓦
葺
き
を
す
る
屋
根

の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

現
寸
図
は
、
昔
は
職
人
の
勘
に
頼
っ
て
き

た
こ
と
を
デ
ー
タ
化
し
て
、
そ
れ
を
１
枚
の

紙
に
凝
縮
し
た
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
を
見
て
こ
こ
を
こ
う
す
れ
ば
、
こ
ん
な

屋
根
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
わ
け
で

す
。

―
―
そ
う
し
た
仕
事
の
な
か
で
、
ど
ん
な
こ

と
を
心
が
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

藤
井　

ひ
と
言
で
い
え
ば
、
基
本
に
忠
実
に

仕
事
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
瓦
葺
き

◀ 現寸図を作成する藤井さん。
　現寸図は瓦葺き工事の基本となる大切なもの。

▲ 寺社の瓦葺き屋根は、場所によって勾配も違い、ねじれもある。
しっかり瓦を葺くためにはさまざまな工夫が必要であり、腕の
見せ所でもある。現寸図通りに瓦を葺くことができれば一人前
である。

▲現寸図を縮小して製本したもの。

http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html （雇用問題研究会ホームページ）

「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。　　
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を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

①
　
職
掌
の
選
択

「
キ
ャ
リ
ア（
海
外
・
国
内
）」「
エ
リ
ア

（
勤
務
地
を
限
定
し
た
支
店
勤
務
）」「
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト（
経
理
や
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど

専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
職
掌
）」「
サ
ポ
ー

ト（
主
に
内
勤
業
務
）」「
ロ
ジ
ス（
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
／
物
流
セ
ン
タ
ー
で
の
勤
務

の
ほ
か
、
支
店
な
ど
で
商
品
管
理
や
配
送

な
ど
を
担
当
）」の
各
職
掌
が
あ
り
、
キ
ャ

リ
ア
形
成
に
応
じ
て
、
従
業
員
自
ら
が
選

択
可
能
な
制
度
を
と
っ
て
い
る
。

「
エ
リ
ア
か
ら
キ
ャ
リ
ア
、
あ
る
い
は

キ
ャ
リ
ア
か
ら
エ
リ
ア
と
い
っ
た
選
択
が

で
き
、
自
分
の
ス
テ
ー
ジ
や
目
標
と
す
る

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
見
合
っ
た
職
掌
を
選

択
で
き
る
制
度
で
す
」（
木
村
課
長
）

②
　
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
人
事
異
動

ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
定
期
的
な

人
事
異
動
を
行
い
、
一
人
の
社
員
に
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
さ
せ
る
。

こ
の
制
度
で
は
、
例
え
ば
営
業
部
長
だ
っ

た
人
が
経
理
部
長
に
、
営
業
部
長
だ
っ
た

人
が
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
に
と
い
う
よ
う

に
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
職
域
に
関
係
な

く
横
断
的
な
異
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
広

い
視
野
や
多
角
的
な
視
点
が
醸
成
さ
れ
ま

す
し
、
一
人
の
社
員
の
な
か
に
多
種
多
様

な
蓄
積
が
で
き
、
ど
ん
な
仕
事
で
も
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」と
木
村
課
長
は
こ

の
制
度
の
目
的
を
語
り
ま
す
。
特
定
の
仕

事
に
秀
で
て
い
て
も
、
そ
れ
が
永
久
的
に

活
か
せ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
は

社
員
に
で
き
る
だ
け
長
く
、
や
り
が
い
と

充
実
感
を
も
ち
な
が
ら
活
躍
し
て
も
ら
う

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
長
期
的
な
就
業
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
意
図
が
あ
り
ま
す
。

③
　「
白
紙
の
部
屋
研
修
」の
実
施

公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
社
員
に
は

30
万
円
が
支
給
さ
れ
、
１
カ
月
間
通
常
の

仕
事
を
離
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
研
究
し
、
経
営

陣
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。

木
村
課
長
は
こ
の
研
修
に
つ
い
て「
こ

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
コ
ス
ト
管

理
や
収
益
性
、
成
功
率
な
ど
が
問
わ
れ
ま

す
。
当
事
者
に
と
っ
て
は
難
し
い
研
修
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
研
修
を
受
け
た
人
は

ほ
か
の
人
と
比
べ
、
自
律
成
長
が
格
段
に

速
い
の
も
事
実
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
さ
れ
た
内
容
を
実
際
に
事
業
化
す
る
か

ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す
が
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
精
神
を
醸
成
す
る
と
い
う
目
的
も

あ
る
の
で
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

同
社
の
人
事
制
度
の
基
本
に
あ
る
の
は

「
チ
ャ
ン
ス
＆
フ
ェ
ア
」と
い
う
考
え
方
で

す
。
そ
の
仕
事
に
長
く
従
事
す
る
こ
と
で

生
ま
れ
る
既
得
権
益
や
、
従
来
の
既
成
概

念
が
通
用
し
な
い
制
度
の
下
で
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
、
常
に
人
材
の
新
陳
代
謝
を
図
っ

て
い
く
。
そ
れ
が
高
い
モ
チ
べ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
出
し
、
企
業
の
競
争
力
を
高
め
、
ひ

い
て
は
安
定
し
た
雇
用
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
す
。
そ
れ
は
こ
う
し
た
独
自
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
制
度
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
気
づ
き
」を
軸
に

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築

ト
ラ
ス
コ
中
山
は
、
機
械
工
具
や
物
流

機
器
、
環
境
安
全
用
品
を
は
じ
め
と
し
た

工
場
用
副
資
材
の
卸
売
の
ほ
か
、
自
社
ブ

ラ
ン
ド
の
開
発
を
主
な
業
務
と
す
る
卸
売

商
社
で
す
。
１
６
６
万
点
も
の
ア
イ
テ
ム

を
取
り
扱
い
、お
客
様
が「
必
要
な
と
き
に
」

「
必
要
な
も
の
を
」「
必
要
な
だ
け
」
届
け
る

物
流
機
能
が
強
み
の
一
つ
で
す
。

同
社
は
人
材
教
育
に
も
力
を
入
れ
、「
自

覚
に
勝
る
教
育
な
し
」と
い
う
考
え
に
基

づ
き
、「T

RU
SCO

ス
テ
ー
ジ
・
ト
ラ
イ
ア

ル
」と
呼
ば
れ
る
人
材
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
歴
に
応
じ
た
階
層
別
研
修
や
、
自
律

型
の
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
経

営
企
画
部
人
材
開
発
課
課
長
の
木
村
隆
之

さ
ん
は「
教
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

自
分
に
足
り
な
い
仕
事
力
や
人
間
力
は
何

か
を
気
づ
か
せ
る
、
と
い
う
こ
と
を
軸
に
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
」と
話

し
て
い
ま
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

ユ
ニ
ー
ク
な
自
律
型
研
修

ト
ラ
ス
コ
中
山
は
、
厚
生
労
働
省
が「
従

業
員
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に

つ
い
て
他
の
模
範
と
な
る
取
組
を
行
っ
て

い
る
企
業
等
」を
表
彰
す
る「
グ
ッ
ド
キ
ャ

リ
ア
企
業
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
７
」で
、
次
の

３
点
が
評
価
さ
れ「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
賞
」

わ が 社 の 人 材 開 発

わが社の人材開発 ・・
・・

・・・・・・・

連載

・・
・・

・・・・・・・トラスコ中山株式会社 本社所在地● 東京本社：東京都港区／大阪本社：大阪府大阪市
事 業 内 容● 機械工具や物流機器、環境安全用品など工場用副資材

の卸売業および自社ブランドの開発
従 業 員 数●2,563名（パートタイマー含む／平成29年12月末現在）

既得権益や既成概念と無縁の環境で、
モチベーションを高める
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こ
う
し
た
人
々
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と

は「
経
営
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
時
に
は

良
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
？　

と
い
う
想
い

だ
。色

々
考
え
て
み
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
思

う
。
前
述
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
々
が
人
材

育
成
を
担
う
こ
と
自
体
は
悪
い
こ
と
で
は
な

い
。
そ
う
し
た
人
々
同
士
で
交
流
す
る
こ
と

も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
。
ノ
ウ
ハ
ウ
や
悩
み

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
経

営
的
な
観
点
で
成
果
を
出
そ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
人
材
育
成
担
当
者
は「
同
族
同
士
で
の

交
流
」
か
ら
脱
皮
し
て
、
違
う
種
族
の
人
と

交
わ
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

課
題
や
悩
み
を
同
じ
く
す
る
仲
間
と
の
交

流
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
人
材
育
成

の
業
務
に
は
多
く
の
専
門
知
識
・
ス
キ
ル
が

必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
個
別
企
業
に
蓄

積
さ
れ
た
秘
伝
の
タ
レ
の
部
分
も
あ
れ
ば
、

研
究
活
動
や
体
系
化
活
動
の
成
果
と
し
て
、

人
材
育
成
業
界
と
し
て
共
有
・
蓄
積
さ
れ
て

き
た
普
遍
的
な
も
の
も
あ
る
。
後
者
を
積
極

的
に
学
ぶ
こ
と
は
極
め
て
大
事
だ
。
社
外
に

出
て
勉
強
し
、
交
流
す
る
こ
と
は
多
い
に
役

に
立
つ
。

し
か
し
、
人
材
育
成
業
務
を「
経
営
」
に

と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に

は
、「
成
長
」「
勉
強
」
に
高
い
優
先
順
位
を

置
い
て
い
な
い
自
組
織
内
の
人
々
を
動
か
す

必
要
が
あ
る
。
経
験
上
、
大
抵
の
組
織
で
は

こ
う
し
た
人
の
方
が
多
数
派
で
あ
る
の
が
現

実
だ
。
こ
う
し
た「（
一
般
的
な
人
材
育
成

担
当
者
傾
向
と
は
）
異
な
る
思
考
パ
タ
ー
ン

を
持
つ
人
々
」
を
ど
う
や
っ
た
ら
動
か
せ
る

か
、
と
い
う
課
題
に
逃
げ
ず
に
向
き
合
っ
て

い
く
こ
と
こ
そ
が
、
人
材
育
成
担
当
に
と
っ

て
重
要
だ
と
思
う
。

当
然
の
こ
と
だ
が
、
育
成
の
対
象
と
な
る

人
々
の
考
え
方
や
想
い
を
十
分
に
理
解
す
る

こ
と
は
と
て
も
重
要
だ
。
数
字
目
標
に
追
わ

れ
続
け
る
営
業
ス
タ
ッ
フ
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
必

要
悪
だ
と
考
え
る
現
場
の
管
理
職
、
で
き
る

限
り
新
し
い
こ
と
の
勉
強
な
ど
し
た
く
な
い

と
思
っ
て
い
る
中
高
年
、
こ
う
し
た「
人
材

育
成
担
当
者
の
傾
向
」
と
は
異
な
る
人
々
の

気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
軽
視
し
て

は
い
け
な
い
。

ま
た
、「
経
営
者
視
点
で
の
判
断
」
も
常

に
意
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
育
成
担
当
者
が

育
成
を
頑
張
ろ
う
と
す
る
と
き
ほ
ど
、
こ
れ

を
見
失
い
が
ち
に
な
る
。
多
く
の
経
営
者
に

と
っ
て
、
人
材
育
成
は
あ
く
ま
で
業
績
を
上

げ
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
目
的
で
は
な
い
。

企
業（
組
織
）
内
の
立
場
で
人
材
育
成
に
取

り
組
む
な
ら
、
こ
の
ク
ー
ル
な
認
識
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
人
材
育
成
そ

の
も
の
を
目
的
と
し
て
歩
む「
教
育
の
専
門

家
」と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
存
在
し
て
お
り
、

企
業
側
か
ら
そ
ち
ら
へ
転
じ
て
充
実
し
た
仕

事
を
為
し
て
い
る
人
も
筆
者
は
沢
山
知
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
企
業
内
で
人
材
育
成
に
取

り
組
む
な
ら
、
手
段
と
目
的
の
混
同
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
な
意
識
が
必
要
だ
。

多
く
の
人
材
育
成
担
当
者
は「
良
い
人
」

で
仕
事
熱
心
だ
。
だ
か
ら
こ
そ「
自
己
満
足
」

に
陥
る
こ
と
を
避
け
、
違
う
視
野
・
論
理
を

持
つ
人
と
交
わ
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
仕
事

を
成
し
遂
げ
て
欲
し
い
、
と
自
戒
を
込
め
て

思
う
。

筆
者
は
、
組
織
人
事
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
べ
数
十
社
の
人
材
育
成

に
外
部
の
立
場
で
関
与
し
て
き
た
。
ま
た
、

近
年
は
勤
務
す
る
会
社
の
人
材
育
成
も
担
当

し
て
い
る
。
組
織
の
外
部
、
内
部
の
双
方
の

立
場
か
ら
人
材
育
成
を
経
験
し
、
こ
の
分
野

で
の
経
験
は
10
年
以
上
に
な
る
。
い
わ
ゆ
る

「
専
門
家
」
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
、「
人

材
育
成
担
当
」
と
い
う
業
務
は
と
て
も
難
し

い
も
の
で
あ
る
こ
と
も
自
覚
し
て
お
り
、
迷

い
や
悩
み
を
抱
え
な
が
ら
日
々
業
務
に
当

た
っ
て
い
る
。
今
回
か
ら
４
回
に
わ
た
り
、

そ
ん
な
経
験
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
思
考

の
材
料
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
。

第
１
回
は
、
企
業（
組
織
）
内
の
人
材
育

成
担
当
者
が
成
果
を
出
す
た
め
に
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
、に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

近
年
、
特
に
大
都
市
で
は
、
企
業
を
超
え

た
人
材
育
成
担
当
者
同
士
の
繋
が
り
は
大
き

く
増
え
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

流
通
の
進
展
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
勉
強
の
機

会
な
ど
は
筆
者
が
こ
の
世
界
に
入
っ
た
15
年

ほ
ど
前
に
比
べ
る
と
大
幅
に
充
実
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と
、

そ
こ
で
出
会
う
人
材
育
成
担
当
の
人
々
に
は

一
定
の
傾
向
を
感
じ
る
。
私
見
で
は
あ
る
が

「
前
向
き
な
良
い
人
」「
勉
強
好
き
な
人
」「
人

間
の
性
は
善
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る

人
」が
多
い
よ
う
に
思
う
。

筆
者
は
天あ
ま

の
邪じ
ゃ
く鬼

な
の
か
、
あ
る
い
は
、

「
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
で
あ
ろ
う
と
し

て
い
る
か
ら
か
、
し
ば
し
ば
あ
る
想
い
が
頭

に
浮
か
ぶ
。
そ
れ
は
、
人
材
育
成
担
当
者
に

企業研修の現場から連載

名藤大樹
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング
チーフコンサルタント

複眼で考える「人材育成」
⑴ 企業内人材育成担当者が
　 成果を出すために忘れてはいけないこと

vol.9-1

なとう・ひろき●三菱UFJリサーチ＆コンサルティング、コンサルティング事業本部チーフコンサルタント。一橋大学商学部卒業。
一橋大学大学院商学研究科修了。2017年 MIT Sloan Executive Certificate (Management ＆ Leadership) 取得。
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中心にコンサルティング経験を重ねている。現在、同社のコンサルタント採用・育成を統括している。
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展
示
会
で
、
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
襖
は
紙
を
幾
重
に
も
張
り
合
わ
せ
て

で
き
て
い
る
た
め
、
空
気
中
の
水
分
を
吸
っ
た

り
吐
い
た
り
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
ー
の
役
目
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
表
具
の
も
つ
機

能
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

手
法
で
作
ら
れ
た
表
具
に
は
、
目
に
は
見
え

な
い
素
晴
ら
し
さ
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
を

通
し
て
こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
後
世
に
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

教
育
訓
練
の
特
徴
・
取
得
で
き
る
資
格

協
会
副
会
長
で
副
校
長
で
も
あ
る
清
水
達

也
氏
は
、
訓
練
内
容
に
つ
い
て「
工
作
法
技

能（
掛
軸
・
襖
・
額
・
屏
風
・
内
装
）・
色
彩
・

意
匠
図
案
等
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
表
具
で

は
裏
打
ち
か
ら
始
ま
っ
て
掛
軸
の
製
作
。
襖

の
授
業
で
は
、
組
子
を
組
む
と
こ
ろ
か
ら
完

成
ま
で
。
２
年
次
に
な
る
と
屏
風
の
製
作
も

行
い
ま
す
。
内
装
で
は
、
近
年
ま
す
ま
す
複

雑
に
な
っ
て
い
る
接
着
剤
や
下
地
の
使
い
分

け
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
な
ど
の
授
業
も

行
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
。

メ
ー
カ
ー
に
出
向
い
て
の
実
演
講
義
や
京

都
・
奈
良
へ
の
研
修
旅
行
な
ど
、
校
外
学
習

も
充
実
し
て
い
る
。

「
神
社
・
仏
閣
な
ど
で
、
普
段
は
見
る
こ

と
が
難
し
い
国
宝
級
の
表
具
、
障
壁
画
な
ど

も
拝
見
さ
せ
て
い
だ
い
て
い
ま
す
」（
清
水

副
校
長
）

卒
業
後
は
、
２
年
間
の
訓
練
課
程
を
修
了

（
技
能
照
査
試
験
合
格
）
す
る
こ
と
に
よ
り
、

技
能
士
補
が
与
え
ら
れ
、
技
能
検
定
２
級
の

学
科
試
験
が
免
除
と
な
る
。

訓
練
生
の
声

訓
練
修
了
を
間
近
に
控
え
た
51
期
生
の
加

藤
奈
那
子
さ
ん
は「
２
年
間
は
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
」
と
語
る
。
加
藤
さ
ん
は
大
学
在

学
中
、街
中
を
歩
い
て
い
て
掛
軸
を
見
か
け
、

こ
れ
を
作
る
仕
事
が
し
た
い
と
入
校
し
た
。

「
素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
教
え
に
よ
り
、

最
高
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
作
業
に
は
失
敗
が
つ
き
も
の
で
す
。

そ
う
い
う
時
で
も
、
一
緒
に
学
ん
で
い
る
仲

間
が
く
れ
る
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
助
け

ら
れ
ま
し
た
。
横
の
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
彼
ら
と
情
報
交
換
も
で
き
ま

し
た
し
」

今
後
は「
こ
の
訓
練
校
で
学
ん
だ
こ
と
を

基
に
し
て
、
現
代
の
生
活
に
溶
け
込
む
よ
う

な
作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

訓
練
校
の
使
命

石
井
校
長
は
同
校
の
１
期
生
で
も
あ
り
、

石
井
三
太
夫
表
具
店
の
15
代
目
、
清
水
副
校

長
は
オ
ル
ク
有
限
会
社
で
表
装
の
普
及
、
伝

承
に
努
め
て
い
る
。
石
井
校
長
は
、
特
に
日

本
の
歴
史
的
文
化
財
の
修
復
に
も
か
か
わ
っ

て
い
て
、
１
０
０
０
年
を
超
え
る
遺
産
の
保

存
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

「
こ
の
業
界
を
守
り
抜
く
だ
け
で
は
衰
退

し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
発
展
さ
せ
て
い

く
と
い
う
気
構
え
を
も
っ
て
訓
練
校
を
運
営

し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
技
能
者
を
日
本
全

国
へ
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ

の
使
命
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
石
井
校
長
）

訓
練
校
創
立
か
ら
半
世
紀

表
装
と
は
、
書
蹟
や
絵
画
な
ど
に
織
物

や
反
物
の
生
地
で
あ
る
裂き

れ
じ地

や
紙
な
ど
を
、

の
り
を
使
っ
て
補
い
、
掛
軸
、
額
、
屛
風
、

襖ふ
す
ま、

衝
立
、
巻
物
、
冊
子
な
ど
に
仕
上
げ
る

作
業
を
い
う
。
そ
の
作
業
を
す
る
職
人
の
こ

と
を
表
具
師
ま
た
は
経
師
と
呼
ぶ
。

こ
の
表
具
師
を
養
成
す
る
の
が
、
東
京
表

具
内
装
職
業
訓
練
校
で
あ
る
。
東
京
都
内
で

表
具
・
経
師
・
内
装
業
を
営
む
１
９
８
事
業

所
が
所
属
す
る
一
般
社
団
法
人
東
京
表
具
経

師
内
装
文
化
協
会
が
運
営
し
て
い
る
。
協
会

は
昭
和
21
年
に「
東
京
表
具
組
合
」
と
し
て

発
足
、
昭
和
41
年
４
月
に
東
京
表
具
内
装
職

業
訓
練
校
を
開
校
し
た
。

訓
練
は
東
京
都
立
中
央
・
城
北
職
業
能
力

開
発
セ
ン
タ
ー
板
橋
校
で
行
っ
て
い
る
。

訓
練
校
の
理
念

東
京
表
具
経
師
内
装
文
化
協
会
会
長
で
訓

練
校
校
長
で
も
あ
る
石
井
弘
芳
氏
は
、「
本

校
は“
千
数
百
年
続
く
技
能
の
継
承
と
発
展

に
貢
献
”と
い
う
理
念
で
教
育
・
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
」と
語
る
。

表
具
の
材
料
は
和
紙
、
裂
地
、
水
、
の
り

と
シ
ン
プ
ル
だ
が
、
水
や
の
り
を
伸
ば
す
際

の
刷は

け毛
さ
ば
き
な
ど
に
は
、
非
常
に
高
度
な

技
術
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
い
、
和
室

が
減
っ
て
い
る
た
め
、
床
の
間
に
飾
っ
て
い

た
掛
軸
、
額
な
ど
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

「
今
の
若
い
人
は
襖
と
言
っ
て
も
わ
か
り
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
掛
軸
や
屏
風
を
紹
介
す
る

連載

東 京 表 具 内 装 職 業 訓 練 校

千数百年続く技能の
継承と発展に尽力

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

設置・運営 ● 一般社団法人東京表具経師内装文化協会
協会所在地 ● 東京都台東区東上野４－１０－１４
訓 練 場 所 ● 東京都立中央・城北職業能力開発センター 板橋校
訓 練 課 程 ●  建築内装系表具科（普通課程）
訓 練 期 間 ● 表具科　２年訓練
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支
援
に
努
め
て
い
る
。

２　

個
別
支
援
の
強
化

就
職
支
援
と
し
て
は
、
情
報
提
供
を
目
的

と
し
た
大
人
数
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
知
識
と
し

て
得
た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
少
人
数

の
セ
ミ
ナ
ー
、個
別
相
談
な
ど
、学
生
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
き

め
細
や
か
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
厳
し
い

財
政
事
情
の
中
、
外
部
資
金
の
獲
得
や
校
友

会
と
の
連
携
な
ど
、
支
援
体
制
の
充
実
に
も

努
め
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
容
易
に

情
報
収
集
が
で
き
る
今
日
だ
か
ら
こ
そ
、
本

当
に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
で
き
る
能
力

を
磨
く
た
め
の
支
援
も
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。　

セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
は
、
就
職
支
援
課

の
窓
口
に
直
接
足
を
運
び
、
申
込
用
紙
に
記

入
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
、
敢
え
て
直
接

や
り
取
り
す
る
機
会
を
設
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
。
就
職
支
援
課
に
足
を
運
び
、
職
員
に

相
談
し
た
り
会
話
を
交
わ
し
た
り
す
る
経
験

は
、
社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー
や
応
対

を
学
ぶ
よ
い
機
会
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
る
。

３　

働
く
こ
と
へ
の
理
解 

仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
や
私
生
活
と

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
働
き
方
を
求
め
る
今

の
学
生
に
と
っ
て
、
就
業
形
態
は
就
職
先
を

選
ぶ
上
で
重
要
な
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、
企

業
を
選
ぶ
視
点
と
し
て「
職
場
の
雰
囲
気
」

「
社
員
の
雰
囲
気
」を
重
視
す
る
傾
向
が
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
確
認
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
現
場
の
リ
ア
ル
な
情
報
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
機
会
と
し
て
、
社
会
で
活

躍
す
る
卒
業
生
と
就
職
活
動
中
の
学
生
と

の「
座
談
会
」を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

単
な
る
就
職
情
報
収
集
の
機
会
と
し
て
で
は

な
く
、「
先
輩
」か
ら「
後
輩
」に
仕
事
や
生

活
面
で
の
体
験
や
考
え
を
伝
え
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。「
今

担
当
し
て
い
る
仕
事
を
ど
の
よ
う
に
し
て
身

に
つ
け
た
の
か
」「
職
場
の
上
司
や
同
僚
と

の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
今
後

の
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
」な
ど
、
先
輩
か
ら
の
リ
ア
ル
な
情
報
は
、

職
業
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
た
め
に
大
い
に

役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

様
々
な
情
報
が
容
易
に
入
手
で
き
る
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
今
後
さ
ら
に
直
接
対
話
に
よ

り
職
業
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
な
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

４　

地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
育
成

本
学
は
、 

平
成
27
年「
地（
知
）
の
拠
点

大
学
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ

+

）」に
採
択
さ
れ
、
県
内
５
大
学
・
短
期
大

学
、
県
、
16
市
町
、
経
済
団
体
、
企
業
等
と

連
携
し
、
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
と
地

域
へ
の
定
着
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
地

域
志
向
キ
ャ
リ
ア
形
成
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
、
学
生
に
地
域
の
産
業
・
企
業
の
魅
力
を

伝
え
る
よ
う
な
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

授
業
で
は
、
地
域
の
状
況
や
課
題
を
理
解

し
地
域
の
活
性
化
策
を
考
察
す
る「
愛
媛
学
」

や
社
会
人
と
し
て
身
に
つ
け
て
お
く
べ
き
資

質
・
能
力
の
修
得
を
目
指
し
た
キ
ャ
リ
ア
教

育「
社
会
力
入
門
」を
一
年
次
の
必
修
科
目

と
し
て
設
定
す
る
等
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役

立
つ
科
目
を
複
数
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
県
内
の
事
業
所
研
究

の
た
め
の
バ
ス
支
援
事
業
を
通
じ
て
、
職
業

の
選
択
肢
を
広
げ
る
取
り
組
み
も
実
施
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
28
年
度
に
は
、
愛
媛

県
内
定
住
促
進
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
も
創

設
し
、
拡
充
に
も
努
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
愛
媛
大
学
で
は
、
地
域
で

活
躍
す
る
人
材
の
輩
出
に
向
け
様
々
な
取
り

組
み
を
行
い
、そ
の
充
実
に
も
努
め
て
い
る
。

愛
媛
大
学
で
は
、「
学
生
中
心
の
大
学
」「
地

域
と
と
も
に
輝
く
大
学
」「
世
界
と
つ
な
が

る
大
学
」の
創
造
を
基
本
理
念
と
し
、
自
ら

学
び
考
え
実
践
す
る
能
力
と
、
次
代
を
担
う

誇
り
を
持
つ
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
社
会
に

輩
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

１　

正
課
外
活
動
と
し
て
の
就
職
支
援

本
学
で
は
、「
学
生
が
卒
業
時
に
身
に
つ

け
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
能
力
」と
し

て「
愛
大
学
生
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」を
定
め
、

正
課
の
授
業
や
研
究
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

大
学
生
活
全
体
を
通
し
て
学
生
が
知
的
に
成

長
し
、
人
間
と
し
て
ト
ー
タ
ル
に
成
長
で
き

る
よ
う
教
職
員
挙
げ
て
支
援
し
て
い
る
。

学
生
に
と
っ
て
就
職
活
動
は
、
学
生
生
活

を
通
じ
身
に
つ
け
た
知
識
や
経
験
を
社
会
で

試
す
、
社
会
人
に
向
け
て
の
第
一
歩
と
な
る

重
要
な
正
課
外
活
動
で
あ
る
。

就
職
支
援
課
で
は
、
就
職
活
動
は
学
生
が

社
会
に
巣
立
つ
過
程
で
、
人
間
的
に
大
き
く

成
長
で
き
る
機
会
と
と
ら
え
、
職
業
的
に
社

会
的
に
自
立
で
き
る
支
援
を
行
う
よ
う
心
が

け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
愛
大
学
生
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
の
う
ち「
自
立
し
た
個
人
と
し
て

生
き
て
い
く
能
力
」や「
組
織
や
社
会
の
一

員
と
し
て
生
き
て
い
く
能
力
」を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
学
生
へ
の

愛媛大学
教育学生支援部　就職支援課
課長　岡　靖子

キャリアセンター通信連載 愛媛大学

「正課外活動」としての就職支援
～地域を創る人を育てる～

https://www.ehime-u.ac.jp/
overview/competency/

愛大学生コンピテンシー
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る
こ
と
が
悪
い
こ
と
で
は
な
く
、
何
を
褒
め

る
か
が
重
要
で
す
。「
よ
く
頑
張
っ
た
ね
」

と
努
力
し
た
こ
と
を
褒
め
る
の
と
、「
賢
い

ね
」「
頭
が
い
い
ね
」と
、
能
力
を
褒
め
る
の

で
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
影
響
は
全
く
違
い

ま
す
。
良
い
成
績
を
取
っ
た
時
に
そ
の
出
来

を
褒
め
、悪
い
成
績
を
取
っ
た
時
に
は
、怒
っ

た
り
辱
め
た
り
す
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
成
績
に
よ
っ
て
褒
め
た
り
怒
っ
た
り
す

る
大
人
の
反
応
に
よ
っ
て
、
成
績
で
条
件
づ

け
ら
れ
た
子
ど
も
は
、
悪
い
成
績
を
取
る
よ

う
な
テ
ス
ト
を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
う
ま

く
で
き
な
い
時
は
言
い
訳
を
す
る
こ
と
が
多

く
な
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
内
容
を
深
く
理
解
し
た
り
技

能
を
身
に
つ
け
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
良

い
成
績
を
取
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
を

身
に
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
験
産
業
の
模
擬
試
験
は
、
能
力
は
測
れ

る
と
思
い
込
ま
せ
、
模
擬
試
験
で
良
い
成
績

を
取
る
こ
と
だ
け
で
、
自
己
を
成
長
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
受
験
勉
強

ば
か
り
し
て
い
る
と
、
能
力
は
多
様
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
筆
記
試

験
で
問
わ
れ
る
問
題
を
解
け
る
力
が
、
万
能

な
力
と
信
じ
、
受
験
科
目
以
外
の
教
科
・
科

目
を
軽
視
し
た
り
、
学
校
で
は
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
資
質
を
伸
ば
す
機
会
を
逸

し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

新
た
な
コ
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
れ
ば
、
う

ま
く
で
き
な
い
こ
と
が
当
然
起
こ
り
ま
す
。

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
時
、
自
己

を
伸
ば
す
学
び
の
機
会
と
考
え
る
か
、
そ
れ

を
失
敗
と
捉
え
自
己
の
能
力
が
低
い
こ
と
を

さ
ら
す
機
会
と
考
え
る
か
、
こ
の
価
値
観
が

人
の
行
動
を
決
め
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
受

験
勉
強
ば
か
り
し
て
い
て
他
の
能
力
を
伸
ば

し
て
こ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
新
た
な

コ
ト
に
対
す
る
対
処
能
力
が
乏
し
く
、
う
ま

く
で
き
な
い
こ
と
で
自
尊
心
が
傷
つ
く
な
ら

ば
、
新
た
な
コ
ト
を
や
ら
な
け
れ
ば
よ
い
と

い
う
振
る
舞
い
を
し
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

人
生
は
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と
の
連
続
で

す
。
だ
か
ら
、人
生
は
学
び
の
連
続
で
あ
り
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
成
長
し
続
け
る
の
が
人
生

で
す
。
う
ま
く
で
き
な
い
時
を
学
ぶ
機
会
と

と
ら
え
、
新
た
な
コ
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

心
の
在
り
方
は
と
て
も
重
要
で
す
。
キ
ャ
ロ

ル
・
ド
ウ
ェ
ッ
ク
教
授
は
、
心
の
在
り
方
は

一
度
身
に
つ
い
て
し
ま
っ
て
も
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
良
い
成
績
を

取
る
こ
と
や
、
勝
負
で
勝
つ
こ
と
が
成
功
で

は
な
く
、
学
び
、
向
上
し
て
い
く
こ
と
こ
そ

が
人
生
の
成
功
の
鍵
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

つ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
能

力
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
決
ま
っ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
努
力
に
よ
っ
て
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

変
化
の
激
し
い
時
代
、
変
化
に
対
応
で
き

る
し
な
や
か
な
心
の
在
り
方
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
乏
し
い
子
ど
も

た
ち
が
増
え
た
背
景
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の

褒
め
方
、
能
力
の
多
様
性
を
理
解
し
能
力
を

伸
ば
す
学
ぶ
機
会
の
提
供
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
大
人
の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま

す
。も

う
一
度
、
子
ど
も
に
対
し
て
の
行
い
を

振
り
返
っ
て
み
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

古
い
モ
ノ
が
な
く
な
り
、
新
し
い
モ
ノ
が

次
々
に
生
み
出
さ
れ
る
時
代
、
新
し
い
コ
ト

に
挑
戦
す
る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
失
敗
を
怖

れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
低
い
と
い
う
印
象

を
持
つ
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い

頃
は
、
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
能
力
を

伸
ば
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
成
長
し
て
き
た
は
ず
な
の
に
、
い
つ
か
ら

か
、
失
敗
を
怖
れ
、
保
身
的
な
行
動
を
取
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
子

ど
も
た
ち
が
増
え
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
答
え
る
研
究
を
し
て
い
る
学

者
が
い
ま
す
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

キ
ャ
ロ
ル
・
ド
ウ
ェ
ッ
ク
教
授
で
す
。
彼
女

が
書
い
た「m
indset

」
と
い
う
本
は
、
日
本

語
に
も
訳
さ
れ
、「
や
れ
ば
で
き
る
！
の
研

究
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
て
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｔ
Ｅ
Ｄ
で
も
、
登
壇
し
考
え
を
披
露

し
て
い
る
の
で
、
動
画
で
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

彼
女
の
研
究
を
読
め
ば
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
失
わ
れ
た
の

は
、
学
校
・
家
庭
・
受
験
産
業
に
よ
っ
て
、
マ

イ
ン
ド
セ
ッ
ト
、
つ
ま
り
、
心
の
在
り
方
を

作
り
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
の
よ
う
で

す
。成

績
に
よ
る
序
列
化
を
繰
り
返
し
、
概
ね

の
順
位
に
変
動
が
な
く
な
る
経
験
を
積
む

と
、
能
力
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
決
ま
っ
て
い

る
と
思
い
込
む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う

で
す
。「
褒
め
る
子
育
て
は
子
ど
も
を
伸
ば

す
」
と
い
う
考
え
に
賛
同
す
る
真
面
目
な
親

は
、
事
あ
る
ご
と
に
褒
め
称
え
ま
す
。
褒
め

キャリア指導の現場から 連載

子どもたちの「心の在り方」を
取り戻せ

東洋大学経営学部 非常勤講師
公益財団法人 日本進路指導協会 理事・調査部長       

千葉吉裕
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物語を紡ぐ人は、誰？
− 子どもたちの自己肯定感を考える　その２ −

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 風 便 り
　　　第37回

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士）　

金屋光彦

機に思い当たることはない」と母親が語ったところにある。

3 事件の真相
殺人未遂容疑で逮捕されたＡ子は、こう供述する。

「父親とは普段から会話はなかった。両親から勉強しろ
と言われ、うっとうしい思いと反感があった。勉強は好
きではなかった」。

私立中学受験を迎えた小学６年生当時、塾の成績が落
ちた際、父親に厳しく叱責された。事件後母親は、勉強
や生活にうるさかったのは、父親よりむしろ私と自分を
責めていたという。

製薬会社に勤める父親の影響からか、中２まで「夢は
薬剤師」と語っていたというＡ子。３年生になって成績が
落ち、この時も両親から厳しく叱責されていたという。 
犯行当日は保護者会があり、悪かった期末試験の成績を、
親に知られてしまう怖れもあったようだ。
「数週間前から何もかも嫌になって、すべてを終わりに

したいと考えていた。人間関係につかれた」とも語ってい
る。こういったＡ子の揺れ動く傷ついた心に、両親は全
く気づいていなかったのではないか、と思う。

4 誰もが物語を紡ぐ主人公に～
わが子の成績が、優秀であってほしいという親の願望

は、よくあるものだ。
だが、日々Ａ子の両親は、彼女を見ていたのではなく、

成績ばかりを見ていたのではないか、もっと言えば、親
の願望に彩られた良い子の姿を、Ａ子の中に探し求めて
いたのではないか。それが見えている間は、Ａ子を受け
容れることができたのだろう。それは、Ａ子自身を愛し
ていたというより、自らの願望を愛していたにすぎない。

子どもは自分を産み育ててくれた両親から、愛された
いと心から願っている。どんなに虐待されても親を悪く
は言わず、親を喜ばせようと期待に沿う行動を優先しよ
うとする。だが、子どもも思春期に入る頃から、本格的
に自分で自分の物語を紡いでいかねばならない。

親の意に沿わない成績不良も、子どもにとっては大切
な人生だ。それは、いろいろなことを示唆し、何より子
ども自身が心を痛めている。その痛みを一緒になって感
じてあげるのが、親であり家族であるはずだ。成績良好
のわが子しか受容できないのであれば、その子の人生は
親の人生の断片にすぎず、子ども自身の物語は展開して
いかない。そこには自己肯定感が育つ土壌を見つけるこ
とさえ、難しいだろう。

Ａ子が終わらせたかったのは、父親の命ではない。終
わらせたかったのは、自分で自分の物語を紡ぐことを邪
魔する、親の願望に支配された生き方だったといえるだ
ろう。

1 プロローグ
「ぼくたちは、なぜ学校へ行き、なぜ勉強する必要があ

るのですか？」そう子どもたちに聞かれたら、みなさんは
どうこたえるのだろうか…？

四半世紀以上携わってきた思春期支援を振り返るに、
未だ思春期は謎の多い季節である。私たちは誰もがみな
自分の人生をひたむきに生き、自分の物語を日々紡いで
いる。その物語が本格的に始まるのは、思春期からだ。
自我に目覚め、己モードの魂がくっきりと宿る頃から、
本当のライフストーリィが、独自の命を吹き込まれてス
タートするのである。

その物語の調べを奏でる者は、もちろん私たち自身。
だが、自分の物語なのに、誰かほかの人が織り成すのだっ
たら、一体どんなことが起きるのだろうか？

2 破綻した思春期
それは、今から10年前の2008年７月、暑い夏の夜

更けに起こった。川口市に住む私立中学３年生のＡ子（当
時15歳）が、就寝中の父親（同46歳）を包丁で刺し、死
亡させたのである。

Ａ子の家族は、父と母（同49歳）と、小学６年の弟（同
12歳）の４人家族。その日Ａ子は英会話の補習を無断欠
席し、家にいた。製薬会社勤めの父親は休暇日で、弟と
３人でスーパーへ出かけ食材を購入する。そして、父と
２人でチキンカレーを作るのである。そこへ仕事から帰っ
た母親が合流し、４人仲良く夕食を食べた。そうして事
前に録画していた番組を一緒にリビングで観た後、それ
ぞれの部屋へひきあげたという。絵にかいたような一家
団らん。だが、それからわずか数時間後に、悲劇が起こ
るのである。
「その日のＡ子に変わった様子はなかった」と母親は語

る。「家族仲は一般の家庭と変わらず、良かったと思う。
娘は悩みを話すことはなく、動機に思い当たることはな
い」とも述べている。

また、同じマンションの住民は「夫婦仲も悪くなく、
家族で買い物によく出かけていた。Ａ子ちゃんと弟が
キャッチボールをする姿も時折見かけた」とＡ子の家族に
対する周囲の評判は、良いものばかり。また、彼女自身
についても、小学校時代の同級生がこう証言する。
「物静かで誰にでも親切な子。人に怒ることを見たこ

とがない。まさかの思いでいっぱいです」。また同じ私立
校の女子生徒も「おとなしくて人当たりの良い子でした。
みんな何でこんなことになったのかわからない、と言っ
てます」

家族の評判もＡ子の評判もすこぶる良かった家庭での
破綻事件、なぜこんなことが起こったのだろうか…？　
その解くカギの一つが、「娘は悩みを話すことはなく、動

連載
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頃
学
生
に
話
を
し
て
い
ま
す
。
や
る
べ
き
こ

と
は
、
①
世
の
中
を
知
る（
業
界
・
企
業
・
職

種
研
究
）、
②
自
分
を
知
る（
自
己
分
析
・
学

業
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
通
し
て
、
自
分
の
持

ち
味
を
知
る
）、
③
伝
え
方
を
練
習
す
る（
自

分
が
企
業
で
活
躍
で
き
る
こ
と
を
伝
え
る
面

接
練
習
）で
す
。

一
方
、
こ
ん
な
質
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。

「
で
は
、
絶
対
に
や
り
た
く
な
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
で
す
。
実
は
こ
の

質
問
に
は
、
不
思
議
な
こ
と
に
多
く
の
学
生

か
ら「
…
…
だ
け
は
や
り
た
く
な
い
」と
回

答
が
返
っ
て
き
ま
す
。
実
は
、
そ
れ
な
り
に

仕
事
観
は
持
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
見
え
て

き
ま
す
。
大
切
な
の
は
、
次
の
行
動
へ
の
意

識
付
け
で
、
こ
の
よ
う
な
時
、
私
は
動
機
付

け
ツ
ー
ル
を
活
用
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
は
、
ネ
ッ
ト
上
で
も
各
種
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
（注）
を

よ
く
参
考
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
ま
す
が
、

こ
の
検
査
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
自
身
で
採
点

が
で
き
、
そ
れ
に
よ
る
気
づ
き
が
、
動
機
付

け
の
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
点
で
す
。
出
て

き
た
答
え
で
、
ホ
ラ
ン
ド
の
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ

の
形
や
Ｄ（D

ata

：
情
報
）・
Ｐ（People

：

人
）・
Ｔ（T

hing

：
物
）に
対
す
る
関
心
度

が
わ
か
り
ま
す
。

私
が
過
去
に
支
援
し
た
学
生
で
、
就
職
先

と
の
検
証
を
す
る
と
、
Ｓ（
社
会
的
領
域
）や

Ｐ
志
向
の
強
い
人
は
、
営
業
系
や
販
売
系
の

仕
事
に
多
く
就
い
て
お
り
、
職
業
興
味
理
解

に
少
な
か
ら
ず
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

結
果
は
ど
う
あ
れ
、
少
し
で
も
方
向
性
が

見
え
て
く
れ
ば
、「
関
連
あ
る
職
業
か
ら
企

業
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
」と
学
生
を
促
し
ま

す
。
そ
し
て
、
必
ず
こ
う
伝
え
ま
す
。「
ま

ず
は
、
や
っ
て
み
よ
う
。
一
緒
に
就
職
活
動

を
し
て
い
こ
う
」と
。
大
切
な
の
は「
学
生

を
一
人
に
し
な
い
」気
持
ち
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

次
回
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
、

情
報
過
多
編
と
就
労
意
欲
が
な
い
場
合
の
対

応
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）�

Ｖ
Ｒ
Ｔ
：
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
。
職
業
に
対

す
る
興
味
・
関
心
及
び
職
務
遂
行
の
自
信
度
に
つ
い

て
測
定
す
る
検
査
。　

現
在
、
私
は
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で

学
生
の
方
々
に
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
学
生
の
相
談
を
大
別
す
る
と
、
二
つ
の

傾
向
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、

精
神
的
な
部
分
を
課
題
と
す
る
相
談
、
も
う

一
方
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
的
な
相

談
で
す
。

そ
こ
で
、
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
代
表
的
な

質
問
を
例
と
し
て
、
日
頃
私
が
行
っ
て
い
る

支
援
の
ス
タ
ン
ス
を
お
話
し
し
、
同
じ
よ
う

に
若
者
支
援
を
行
っ
て
い
る
方
の
参
考
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

「
何
が
や
り
た
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
何
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

ポ
イ
ン
ト
は
、
就
労
意
欲
が
あ
る
場
合
と

そ
う
で
な
い
場
合
で
、
今
回
は
就
労
意
欲
が

あ
る
場
合
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。

１　

相
談
者
の
特
徴

・�

情
報
不
足
で
職
業
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か
な

い
。
し
か
も「
や
り
た
い
こ
と
」を
見
つ

け
て
か
ら
で
な
い
と
就
職
活
動
が
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

２　

こ
の
よ
う
な
学
生
へ
の
対
応

・�

じ
っ
く
り
話
を
聴
き
、
焦
る
気
持
ち
を
受

け
止
め
、
動
け
な
い
理
由
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
肝
要
で
す
。

・�

具
体
的
に
は
、「
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
仕
事
が
あ
る
」と
情
報
提
供
を
行
い
な

が
ら
、「
適
職
は
一
つ
で
は
な
い
」「
や
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
」と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
え
、
ま
ず
は「
知
る
」こ
と

を
支
援
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
例
で
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、活
動
へ
の
き
っ
か
け
作
り
で
す
。
私
は
、

「
就
職
活
動
は
何
か
ら
始
め
て
も
よ
い
」と
日

vol.24-1キャリアカウンセリングの現場から連載

若年者を「一人にしない」ために
（１）�意欲はあるが、就活を始められない学生への支援

北山四郎
国家資格　キャリアコンサルタント

２級キャリアコンサルティング技能士

（雇用問題研究会ホームページ）

「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。

図　就職活動に必要な行動の３本柱

企業選び・求人探し

応募書類の作成⇒履歴書の準備

面接対策
■応募企業の選定
★インターンシップ⇒重要
★大学の業界研究・面接会
★各種サイトをフル活用
★大学の求人 ■面接対策

数多く質問される内容で
⇒４大質問対策は必須。
面接は、準備と慣れが必要

模擬面接に積極チャレンジ
→キャリア支援課の担当者に対応して
もらう　等々

■履歴書・ＥＳ対策
１. 自己ＰＲ
２. 学生時代に力をいれたこと
　①学業編
　②学業以外編
３. 志望動機

以上の４項目は必須
ＳＰＩと筆記対策も忘れずに
★アルバイトも重要だ。



のキャリアコンサルタント更新講習

東京･名古屋･大阪･福岡　各講座エントリー受付中！
はじめました。お友だち募集中！

は、“プロ（専門家）のキャリアカウンセラーキャリアコンサルタント”の養成、スキル向上、指導者養成までを、体系的に行っている専業機関です。
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 研修担当

更新講習
（技能）

」主催更新講習情報は学習専用サイト ラーニング＆トレーニング で検索

に
アクセス！

………………………………………………………………………………………………………………………
一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp 〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072

●詳しくはホームページでご確認ください。お申込みもサイト内専用フォームからできます。

キャリアコンサルティングと
アセスメント・ツールの活用
「厚生労働省編一般職業適性検査」の活用を通して

2018年6月1日（金）10:30～16:30日時

木村　周 氏講師

中野サンプラザ　研修室５（東京都中野区中野４－１－１）場所

9,000円（税込み）受講料

『キャリアコンサルティング　理論と実際』（４訂版）をご入手のうえ、必ずご持参ください。テキスト

30名定員

キャリアコンサルタント有資格者（相談機関、組織・企業、自営の方等）対象

木村  周氏
特別セミナー

内容

講師に、木村周氏（元筑波大学教授／『キャリアコンサルティング  理論と実際』著者）をお迎えし、キャリア
コンサルティング概論およびキャリアコンサルティングのためのアセスメント・ツールの活用
について学びます。
前半では「キャリアコンサルティングとは何か」についての概論の講義、後半ではキャリアコン
サルティングに有効なアセスメント・ツール「厚生労働省編一般職業適性検査」（GATB）の効
果的な活用法や結果の見方のポイント等についての講義とGATBの検査結果の事例を使った
ロールプレイ演習を行います。

「GATBの活用事例を知りたい」「GATBの結果のフィードバックを学びたい」という方にも役
立つ内容であるとともに、「キャリアコンサルティング」の意義をより深く理解し、実践のための
ヒントを得ることができる講座です。

■キャリアコンサルティング概論
■アセスメント・ツール活用の意義
■GATBの結果の見方のポイント
■GATB結果事例を使ったロールプレイ
  ロールプレイA　・出産・育児のため退職し、離婚後再就職を目指すシングルマザー
  ロールプレイB　・定年後に同じ職場での再雇用か新たな仕事に進むか迷う59歳
  ロールプレイC　・就活に悩む大学３年生

申し込み
受付中

きむら・しゅう●1933年宮城県生まれ。
1957年労働省入省。労働研修所主幹、高
知労働基準局長、雇用職業総合研究所職
業指導研究部長等を経て、1992年筑波
大学教授（心理学系）。厚生労働省キャリ
ア・コンサルタントに係る試験のあり方
研究会（座長）ほか関連委員会の委員を
歴任。日本キャリア教育学会理事。日本産
業カウンセリング学会特別顧問。

＊内容は変更することがございます。
＊お申込みが最少実施人数に達しない

場合、開講を中止することがあります。

元筑波大学教授
日本産業カウンセリング学会特別顧問
木村　周氏

講義
講義
講義

演習



多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な
９種の能力（適性能）を測定、現実的な職業選択を可能に

中学・高校・高専・専門学校・短大・大学
職業訓練校・職業相談機関等

45分程度（紙筆検査のみ）

対 象

実施時間

測定
されるもの

※器具検査が必要

※器具検査が必要

職業に対する興味・関心と職務遂行の自信度を測定する
ことで自己理解を促し、進路探索を援助

中学・高校・高専・専門学校・短大・大学
職業訓練校・職業相談機関等

40～45分

＊定価表示はすべて税込価格です。

 適性能

G 知的能力

V 言語能力

N 数理能力

Q 書記的知覚

S 空間判断力

P 形態知覚

Ｋ 運動共応

Ｆ 指先の器用さ

M 手腕の器用さ

機能 職
業
興
味
、職
務
遂
行
の
自
信
度

R 現実的職業領域

I 研究的職業領域

A 芸術的職業領域

S 社会的職業領域

E 企業的職業領域

C 慣習的職業領域

基
礎
的
志
向
性

D 対情報関係志向

P 対人関係志向

T 対物関係志向

●編著
独立行政法人 労働政策研究・研修機構

●編著
厚生労働省職業安定局

進路指導・職業指導用
職業レディネス・テスト
［第３版］

厚生労働省編一般職業適性検査

対 象

実施時間

測定
されるもの

●問題用紙 
●回答用紙（中学生用／高校生以上用） 

●結果の見方・生かし方（ワークシート）

●コンピュータ判定料 ……340円

●手引…………………… 1,300円 （実施者用） 

コンピュータ判定とも
１名分 610円

１名分
270円

中学・高校生用価格

●検査用紙………………… 280円 
●コンピュータ判定料
　ベーシックコース ……… 330円
　プラスコース …………… 400円

●手引…………………… 1,100円 （実施者用）
　（採点盤、検査実施者用付）

●Ｑ＆Ａ集 ………………… 864円

コンピュータ判定とも
●ベーシックコース
１名分 610円
●プラスコース
１名分 680円

価格

●問題用紙 
●回答用紙（高校生以上用） 

●結果の見方・生かし方（ワークシート）

●大学生等のための職業リスト（単品の場合：50円）

●コンピュータ判定料 ……270円
   （アドバイスシート付き）

●手引…………………… 1,300円 （実施者用） 
   （大学等での実施のためのガイドブック付き）

コンピュータ判定とも
１名分 590円

１名分
320円

大学生用価格

一般社団法人  雇用問題研究会 〒103－0002 東京都中央区日本橋馬喰町 1－14－5 日本橋Ｋビル２階
●電話 03-5651-7072　 ●FAX 03-5651-7077 ●ホームページ http://www.koyoerc.or.jp　 

発行

コンピュータ判定ベーシックコース結果票 コンピュータ判定結果票（中学・高校生用）

ト・ツールト●キャリア教育のためのアセスメン

683145


